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北海道中川町から産出した後期白；亜紀エラスモサウルス科（腿虫綱，長頚竜目）化石

小川香＊仲谷英夫＊＊

Late Cretaceous Elasmosauridae Fossil from Nakagawa, Hokkaido, Japan 

KaoriOGAWAぺ HideoNAKAYA * * 

Abstract Many plesiosaurian fossils were obtained from the Mesozoic strata of the Japanese Islands. Forty ple-

siosaurian fossils have been reported from Hokkaido Island, Northern Japan. The seven specimens have been found on 

Honshu and Shikoku Islands. Most plesiosaurian fossils from the Japanese Islands have been assigned to the Late 

Cretaceous, but two specimens from Honshu Island have been found in Early Jurassic strata. 

In August 1991, well-preserved plesiosaurian fossil was found in the Upper Hakobuchi Group in Nakagawa, 

Hokkaido, Northern Japan. The Upper Hakobuchi Group is late Campanian to Maastrichtian in age. This fossil is repre-

sented by parts of the skull, teeth, trunk, and limb bones. 

The morphological characters of the Nakagawa specimen are as follows. The tooth is slender, the cervical ver-

tebra is relatively long, the humerus is massive and ventral rami of scapulae is broad. These characters indicate that it 

belongs to the superfamily Plesiosauroidea. Furthermore, ornamental ridges are present on the tooth, overall length is 

estimated at about ten meters, the cervical rib is single-headed and the epipodial is broader than length. These characters 

indicate that it belongs to the family Elasmosauridae. 
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はじめに

長頚竜類は一般にクビナガリュウと呼ばれ，日本

でもよく知られた海生腿虫類である．長頚竜類が他

の~虫類と異なる点は四肢に鰭を備えている点にあ

る．この泳ぐのに適した鰭は指骨数の増加と，その

結合組織の発達によるものであるが，陸上ではその

巨体を支えることはできず，完全な水中生活であっ

たと考えられている．

一般的に長頚竜目は主として全体的なプロポーシ

ョンの違いにより，大きく二つの上科に分けられて

いる．一つは短い頚と長い頭骨をもっプレシオサウ

ルス上科でこの上科は三つの科に分けられている．

もう一つは長い頚と短い頭骨をもっプリオサウルス

上科でこの上科には一つの科があるだけである．長

頚竜類は前期ジュラ紀から後期白亜紀にかけて栄

え，分布も世界中に広がった．その化石は，南極を

合む全ての大陸やその周辺の島峡部から発見されて

いる．そして，同時代に栄えていた恐竜など腿虫類

と歩調を合わせるように白亜紀末に全て絶滅した．

長頚竜類の研究はConybeareが1821年にジュラ紀

のイギリス産の化石を記載したことに始まる． し

かし初期の研究の多くは産出した化石に対して遊

離した歯や椎骨などの部位しか残っていないものに

まで新しい種を命名していった. Welles (1943, 

1952, 1962）が北米産白亜紀の長頚竜モノグラフを

書き分類群の整理を試みた．しかし， Wellesは種内

の変異や個体成長による差異をあまり考慮にいれな

かった.Persson (1963）は世界中の長頚竜類の産地

や時代をまとめそれらに基づいて分類体系を見直し

た. Brown (1981）はイギリス産ジュラ紀の長頚竜

を中心に，個体発生を考慮に入れ長頚竜類の系統と

形態についてまとめた．しかし，従来の分類体系と

は違った観点から白亜紀のプレシオサウルス上科は

ジュラ紀のプリオサウルス科から進化し，ジュラ紀

のものとは単系統群を作らないという説（Bakker,

1993）も出されている．現在，長頚竜の研究を進め

るためには従来記載された化石を再検討するのと同
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時に新しく発見された化石を研究することが重要に

なっている.Tokunaga and Shimizu (1926）により最

初の日本産長頚竜化石が報告されて70年がたち，

日本各地から多くの長頚竜化石が発見されている．

特に1970年代後半から現在までの20年聞に多くの保

存の良い標本の産出が報告されたが，記載されてる

標本はほとんどない．このように長頚竜化石の系統

分類と生物地理に関する研究が大きく変わろうとし

ている現在，保存のよい日本産の長頚竜化石の研究

は特に重要となってきている．

長頚竜類の分類と骨学

長頚竜類の分類と骨学的特徴をBrown(1981），松

井（1992）に従って概観する．

長頚竜目（Plesiosauria)

頭骨は後方で幅広く，単一の側頭窓をもち，これ

は頭頂骨の外側で，背方に開く．外鼻孔と眼嵩は外

側方を向いている．頭頂骨は頭骨の前方にあり，左

右の側頭窓の間で稜をつくる．前顎骨は，頭頂骨に

達する．鼻骨は存在しない．頭頂骨は側頭部より前

方まで伸び，頭頂孔は前部にある．鱗状骨は後頭部

で高い弓を形成し，側頭窓の後ろで内側に伸び，正

中部で接近している．翼状骨は後方では分岐して翼

状骨間腔を形成する．翼状骨の方形枝の垂直方向へ

の発達は中程度である．方形骨は発達が良い．後側

頭孔は幅広い．芳後頭突起は細長い．関節後突起は

発達が良い．歯は異形歯性を示す．口蓋歯を持たな

い． 椎骨は一般に両凹型である．頚椎数は13～71

個と非常に変異が大きい．胸胴椎は22～30個，仙椎

は3～4個ある．椎体は短く，断面は円形又は，楕

円形である．胴椎の横突起は伸長している．椎体に

は有対の栄養孔をもっ．シエプロン骨は有対で骨化

し，腹部で会合しない．原始的な種では頚部肋頭は

二頭型であるが，白亜紀のものでは2つの小頭が融

合している．

鎖骨は通常，三角形の板状で肩甲骨と融合せず，

正中部で左右が接近する．典型的には閉鎖骨は退行

して小さな卵形又は三角形となっている．閉鎖骨に

長い正中後突起をもたない．鎖骨と閉鎖骨のどちら

か一方，又は両方とも消失することがある．肩甲骨

には腹内側に広がる腹部のプレートを持つ．左右の

腹部のプレートは正中部で接することがあり，さら

に内側で反り返って二次的に烏口骨と結合すること

もある．烏口骨は幅広い板状に発達している．左右

の烏口骨は正中部で長い縫合を形成する．腸骨は後

方に膏曲した棒状で，坐骨にのみ関節する．恥骨は

よく広がり，坐骨が非常に長いものがある．

上腕骨と大腿骨は頑丈なっくりで，非常に幅広く，

遠位部は扇平である．榛・尺骨及び腔・排骨は非常

に短く扇平化し，進化過程で長さよりも幅が大きく

なる．著しい指節骨過剰がみられる．

長頚竜類は偽竜類（Nothosauria）と姉妹群を作り，

長頚竜類には中期から後期トリアス紀のピストサウ

ルス（Pistosauria,Pistosaurus）類も含めることも多

い（Storrs,1991；松井， 1992). しかし日本からはピ

ストサウルス類は産出していないのでここでは触れ

ない．

プレシオサウルス上科（Plesiosauroidea)

頭骨は比較的小さい．下顎骨の縫合部は短い．歯

は小さく，歯冠は細い．少なくとも28個の頚椎をも

っ．頚椎の椎体は比較的長く伸長する．肩甲骨の腹

側板は広い．坐骨は前後方向に短い．上腕骨及び大

腿骨は頑丈で上腕骨は一般に大腿骨より大きい．前

期ジュラ紀～後期白亜紀に生息した．

プレシオサウルス科（Plesiosauridae)

前顎骨に 5対の歯をもっ．歯骨に約24対の歯をも

っ．歯には多数の縦稜がある．後頭頼は底後頭骨だ

けからなる．頚椎数は32個を越えない．頚椎の椎体

は中程度の長さで，頚肋骨の肋頭は二頭型である．

肩甲骨の腹側板は比較的細い．榛・尺骨及び腔・排

骨は，幅よりも長さが大きい．第五中手骨又は中足

骨は，他の末脚骨のつくる列の中にとどまる．指節

骨過剰はそれほど著しくない．前期ジュラ紀のみか

ら知られる．

エラスモサウルス科（Elasmosauridae)

前顎骨に最高5対の歯をもっ．進化程度の高い種

では上顎骨の前半部の歯が拡大し，それらが両骨聞

の縫合の周囲でより小さい歯によって隔てられる．

歯骨には原始的なものでは24対の歯がはえるが，進

化程度の高いものでは最低14対まで減少する．歯に

は多数の縦の稜がある．後頭頼は底後頭骨だけから

なり，溝によって輪状に閉まれたくびれをもっ．頚

椎数は原始的なものでは約32個であるが，進化程度

の高いものでは最高71個に達する．原始的なものの

一部を除くと頚椎の椎体は比較的長い．頚肋骨の肋

頭は原始的なものでは二頭型であるが，ジュラ紀以

降のものでは単頭型である．肩甲骨の腹側板は広い．

榛・尺骨及び腔・排骨は，原始的なものでは幅より

も長さが大きいが，進化程度の高いものでは幅のほ

うが大きくなる．進化程度の高い種では中手骨文は

中足骨は近位方向に移動して，遠位手根骨及び足根

骨列に加わる．過剰指節骨は最高17個に達する．前

期ジュラ紀～後期白亜紀に生息した．

クリプトクリドウス科（Cryptoclididae) 
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前顎骨に 6～15対の歯をもっ．歯列は規則的で歯

の大きさは遠心側、に向かつて減少し，どの歯も拡大

しない．歯骨には原始的なものでは24対の歯がはえ

るが，進化程度の高いものでは58対まで増加する．

歯の縦の稜は退化するか消失する．後頭頼は底後頭

骨と外後頭骨からなり，輪状の溝によって固まれな

い．頚椎数は約28～32個にとどまる．頚椎の椎体は

中程度の長さにとどまる．頚肋骨の肋頭は単頭型で

ある．肩甲骨の腹側板は広い．榛・尺骨及び腔・排

骨は長さよりも幅が大きい．第五中手骨又は中足骨

は，近位方向に移動して遠位手根骨及ひ、足根骨列に

加わる．過剰指節骨は最高15個に達する．前期ジュ

ラ紀～後期白亜紀に生息した．

プリオサウルス上科（Pliosauroidea)

プリオサウルス科（Pliosauridae)

大型の頭骨をもっ．前顎骨に五対の歯をもっ．下

顎骨の縫合部は長い．歯骨には25～40対の歯がはえ

る．歯は幅広で頑丈である．歯には縦の稜がある．

後頭頼は底後頭骨だけからなる．頚椎数は原始的な

ものでは約30個であるが進化過程で減少し，最低13

個となる．頚椎の椎体は比較的短い．頚肋骨の肋頭

はジ、ユラ紀の種では二頭型であるが，白亜紀のもの

では単頭型である．肩甲骨の腹側板は幅が狭い．坐

骨は前後に長い．上腕骨及び大腿骨は細く，上腕骨

は大腿骨より小さい．前期ジュラ紀～後期白亜紀に

生息した．榛・尺骨及び腔・排骨は，原始的なもの

では幅よりも長さが大きいが，進化程度の高いもの

では幅のほうが大きくなる．第五中手骨又は中足骨

は，原始的なものでは末脚骨列にとどまるが，進化

程度の高いものでは近位方向に移動して遠位手根骨

及び足根骨列に加わる．過剰指節骨は最高16個に達

する．前期ジ、ユラ紀～後期白亜紀に生息した．

日本周辺の長頚竜化石

日本ではTokunagaand Shimizu (1926）により長

頚竜類の発見が報告されて以来70年の聞に多数の長

頚竜化石が発見されている．しかし，その多くが産

出報告のみで，北海道穂別産標本（HMG・1）以外

は記載論文が出ていない（Nakaya,1989b）.ここで

は従来の報告を中心に，日本付近で産出している長

頚竜化石の時代的地理的分布をまとめた．地理的分

布をFig.1に示し，産出地，分類，保存部位，登録

番号，層準・時代，発見年代，文献リストをTable1 

にまとめた．日本周辺産長頚竜化石のリスト作製に

あたっては所蔵先が明らかな標本で，学会等で発表

されたもののみを扱った．採集家の元に所蔵されて

いる標本や博物館側に所蔵されているが，今だに研

究報告の出ていない標本はこのリストからは省いて

いる．

48標本の長頚竜化石が日本列島各地とサハリンの

中生界から発見されている．そのうちー標本がサハ

リンに， 40標本が北海道，六標本が本州，一標本が

四国から知られている．産出層準は46標本が白亜系，

二標本がジュラ系である．

ジュラ紀の二標本はどちらもプレシオサウルス上

科に属し，本州中部地方の来馬層群から発見されて

いる．谷本・大倉（1989）により記載された二本の

歯は日本ではじめて報告されたジュラ紀の長頚竜化

石である．しかし転石からの発見のため，前期ジ

ュラ紀という以上の詳しい年代が不明である．高

桑・長谷川（1992）により報告されたジ、ュラ紀長頚

竜化石はl本の遊離した歯冠である．この標本の年

代は産出層準から前期ジュラ紀のSinemurianとされ

ている（高桑， 1994).

これらの標本は断片的であるが，今まで東アジア

のジュラ紀長頚竜化石としては中期ジュラ紀から前

期白亜紀の中国内陸部のかつてのテチス海沿岸周辺

から知られるプリオサウルス上科のものしか報告さ

れていなかった（董， 1980；侯ほか， 1974; Young, 

1942；張， 1985）ことを考えると，来馬層群産化石

は産出時代が中国のものより古いこと，ジュラ紀の

古大平洋西部から初めての報告という二重の意味で

非常に重要な標本といえる．

白亜紀の長頚竜化石は，そのすべてが後期白亜紀

( Cenomanian～Maastrichtian）より産出する．日本周

辺の長頚竜化石の産出層準はこのように前期ジ、ュラ

紀と後期白亜紀に限られていたが， 1998年に後期ジ

ュラ紀（Oxfordian～Kimmeridgian）の標本が報告さ

れ，時代の空白がやや埋められつつある．しかし，

依然として前期ジ、ユラ紀の後半から中期ジュラ紀と

前期白亜紀が空白となっている．

Cenomanian産の長頚竜化石は北海道から七標本報

告されている（中部蝦夷層群で詳しい地質年代が決

定されていなしな標本である）．その中でもObataet 

al.(1989）により稚内市から報告された標本はエラ

スモサウルス科の幼体であるが，後方の頚椎から前

方の尾椎まで残されており，保存がよい．また，報

告されているプリオサウルス科五標本のうちの北海

道産の三標本（小畠・長谷川， 1976；小畠ほか，

1972；佐藤たまき， 1995）はCenomanianから発見さ

れている．これらのプリオサウルス科の標本は残念

ながら部分的な標本で保存のよいものはない．

長頚竜化石は白亜紀の中でも，特にConiacian～

Campanianからの発見が多い．断片的な標本も多い
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Figure 1 Distribution of the early Jurassic to late Cretaceous Plesiosauria from the Japanese Island and Sakhalin (locality 

numbers are referred from table 1 ). 

が，多くの保存のよい標本がこの時代の地層から発

見されている．

Coniacianでは中川町（NMV-1）から発見されて

いる＊．この標本はプレシオサウルス上科に属し，

椎骨，肋骨，肩帯，腰帯，四肢骨などが産出してい

る（仲谷， 1982;Nakaya, 1992; Ogawa and Nakaya, 

1995c, 1996). 

Santonianでは小平町（OM・1）から発見されてい

る．この標本は頭骨，椎骨，肋骨，肩帯，腰帯，四

肢骨などが残されており保存がよい．形態的特徴か

*NMV-1の時代論は，本紀要中の岩田ほか (1998）では，放散虫化石によって， Campanian前期とされた．
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らエラスモサウルス科と考えられている（岩田ほか，

1991 ;N aka ya, 1992；仲谷・小平町首長竜発掘調査団，

199l;Ogawa and Nakaya,1995c, 1996；鈴木ほか， 1992).

この標本は細岡 (1992MS）が香川大学教育学部の

卒業論文で研究し，仲谷・谷本と西尾科学製作所に

より復元された．また，いわき市の双葉層群から発

見された標本（いわゆる”フタパスズ、キリュウヘ化

石の標本名に関しては仲谷， 1989aに詳しい）は頭

骨，椎骨，肋骨，肩帯，腰帯，四肢骨などが保存さ

れている．この標本は形態的特徴からエラスモサウ

ルス科と考えられている（長谷川・小畠，1971,1972,

1976川、畠・長谷川，1970,1971；小畠ほか， 1970）.福

島県いわき市からはプリオサウルス科の肩帯が知ら

れている．

Campanianでは中川町（NMV・2）や穂別町

(HMG・1）からの長頚竜化石が発見されている．中

川標本（NMV-2）については筆者らの報告（小

川・仲谷 1995a, b ; Ogawa and Nakaya 1995c, 

1996 ; Ogawa et al. 1994）があり，小川 (1996MS)

が修士学位論文で研究した．本論文で詳しく記載し

ている．穂別町産（HMG・1）長頚竜化石は椎骨，

肋骨，肩帯，腰帯，四肢骨などが保存されている．

形態的特徴からエラスモサウルス科と考えられてい

る（紀藤ほか，1986；仲谷・穂別首長竜化石発掘調

査団， 1981；仲谷，1982,1985;Nakaya, 1989b; Ogawa 

and Nakaya, 1995c）.この標本は復元され穂別町立

博物館に展示された（仲谷，1984）.プリオサウルス

科では香川県白鳥町の和泉層群から（Nakaya,

1992 ; Ogawa and Nakaya, 1995c,1996）の四肢骨が知

られている．

Maastrichtianでは小畠ほか（1972）により報告さ

れた穂別町産長頚竜標本（NSM-PV15012）と佐藤

0995）により淡路島南淡町の和泉層群から報告さ

れたプレシオサウルス上科の標本（Dl-004386）が

ある．穂、別標本（NSM-PV15012）は椎骨と肢骨，

淡路島標本（Dl・004386）は歯が産出している．長

頚竜は白亜紀Maastrichtian末で恐竜などとともに絶

滅しているのでこれらの化石は最後の長頚竜の姿を

考えるうえで貴重な標本である．

1970年代後半以降この20年間は特に多くの長頚竜

化石の報告があり，今後も多くの発見が期待できる．

また，分類学的研究に耐えうる保存のよい標本が

次々とに発見されてきている．

1998年になって福島県鹿島町の後期ジュラ紀の相

馬中村層群の中ノ沢層より長頚竜の歯の化石が多数

発見された（高橋ほか， 1998）.これらの標本のなか

にはプリオサウルス上科のものが一分類群，プレシ

オサウルス上科のものが二分類群あるとされてい

る．

研究方法

1.比較標本及び文献

長頚竜標本の比較は論文（Andrews,1910; Brown, 

1981, 1993, 1994; Chatterjee and Small, 1989; 

Cruickshank, 1994; Nakaya, 1989b; Persson, 1963; 

Russell, 1935; Stuttgart, 1910; Tarlo, 1960; Taylor, 1992, 

1993; Taylor and Cruickshank, 1993a, b; Watson, 1911; 

Welles 1943, 1949, 1952, 1962; Welles and Bump, 1949; 

Welles and Gregg, 1971; White, 1940; Wiffen, 1986; 

Wild, 1968）の記載と博物館所蔵の標本を用いて行

った．比較に使用した標本は，林原自然科学博物館

準備室所蔵のエラスモサウルス科（標本登録No.

118），豊橋市自然史博物館のDolichorhynchops属

(TMNH・02511），国立科学博物館のエラスモサウル

ス科（フタパスズ、キリュウ） (NSM-PV15025）とモ

ツロコ産プリオサウルス科（NSM-PV20043），いわ

き市石炭化石館のイギリス産長頚竜類（IMCF・958)

とロシア産プリオサウルス科 (IMCF-1105）と

Trinacromerum属（IMCF・1113），小平町郷土資料館

のエラスモサウルス科（OM・1），穂別町立博物館の

エラスモサウルス科（HMG・1)，中川町郷土資料館

のエラスモサウルス科（NMV・1）である．

種レベルでの比較をするため， NMV・2と北米産

の白亜紀のエラスモサウルス科25種（Welles,1943, 

1949, 1952, 1962; Welles and Gregg, 1971）との比較

を行なった．また，記載論文による比較だけでなく，

北米産のエラスモサウルス科のうちMuseumof 

Paleontology, University of California所蔵の

Alzadasaurus colombiensis(VCMP 38349） と

Hydrotherosaurus alexandrae(VCMP 33912) , 

Colorado Museum of Natural History所蔵の

Thalassomedon haningtoni(CMNH 1588) , Natural 

History Museum of Los Angeles County所蔵の

Morenosaurus stocki(type(CIT 2802) and referred (CIT 

2749)) , Aphrosaurus furlongi (type(CIT 2748) and 

児島町ed(CIT283勾）， Frenosaurus drescheri(CIT 2758), 

American Museum of Natural History所蔵の

Hydralmosaurus serpentinus(AMNH 1465), Styxosaurus 

browni(AMNH 5835), Alzadasaurus tropicus(AMNH 

6796), Leurospondylus ultimus(AMNH 5261）の13種に

ついては現地で形態的特徴を調査した．

2. 計測法

各部位毎に以下のような部位を計測した．計測は

人骨計測法（馬場， 1991）を参考に行なった．測定
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Table 1 List of the early Jurassic and late Cretaceous Plesiosauria in the Japanese Islands and Sakhalin. 

No 島 支庁・県 産地 分類群 部位 登録番号 産出層準
サハリン サハリン サハリン アレ汁初日上科 指骨

時
北海道 宗省 稚内 アレシIすり！日上科 四肢骨，椎骨，肋骨 中部蝦実層群

上川 中川
アレ長シオ頚ザウ竜！日目上科

椎骨 NSM-PV15011 ？ 
中川 四肢骨 ・r,J°Mv-1 

「上上部部箇殿蝦淵層夷夷届属群軒都「「 中川 アレシオザウj~j上科推骨
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．， 

「t 中川 アレシ初foj上科四肢骨 "f-j・Mv-・2 
回・・・・・・

安川層
留萌 苫前 アレシオザウw~上科 指骨

上上部部蝦蝦夷夷層層群群
苫前 長頚竜目 四肢骨 R~fo-359 
小平 アレ汁抑！日上科 四肢骨 NSM-PV15016 l上中部部蝦蝦夷実層層群群小平 Plesiosaura 四肢骨

................................. 

寸7 小平 長頚竜目 椎椎骨骨，肋骨 Rrvfo-3s?° 
上中部部蝦蝦夷英層層群群12 小平

アレ長シオ頚すり竜！日目上科
Rrvfo-350 

13 小平 頭骨，四肢骨 ・or-:i-1 上部蝦夷層群

小平 アレシオサウ！日上科四肢骨 or-:i-2 上部蝦夷層群
小平 アリオザウ！日上科

－．．．．．．．．．．．量・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．． －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 中部蝦夷層群
空知 三笠 アレシオザウ！日上科

椎予肢骨言！骨！指肋骨骨
NSM-PV15014 上部蝦夷層層群群

三笠 i'レシオザウiij上科椎 Ns·M~PV1 so1 s 上部蝦夷
三笠 アレシオザウ！日上科四 NS・M::PV1 sooi 

上中部部蝦蝦夷実層層群群
三笠 アリオ抑！日上科歯 Ns・tvi::p・,h sooi3 

20 三笠 アリオザウ！日上科
椎歯椎骨骨！椎肋骨骨

................................. 
中部蝦？夷層群

21 三笠 長頚竜目
...・・・・．．．．．．．．．．．．

Ns・tvi-i5v"1 sooe・ 
22 三笠 長頚竜目

・・・・・・・・・・・・・・・・・．． NSM-Pv°1 soo9 中部蝦実層群
23 三笠 W長長1績績＇ij~i竜竜Z目白上科

椎骨 NSM-Pv'1 so1・0・ 
上中中部部部顧蝦蝦英夷実語語層辞辞群24 三笠

．．．．． 誕宵．．．．．．．． ・NsM-Pv°1 so20・ 

!! 
万字 r 

肩歯帯椎，骨腹，肋座骨骨

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

沼田 アレ汁抑j~j上科
・・・・・・・・・・・．． NFL-34 上部蝦英層群

夕張 長頚竜目 .H.M& 上部蝦夷層群？
担援 穂別 長頚竜目 四四肢肢骨骨，椎骨 NSM-PV15012 函淵層群

穂別 アレ汁切j~j上科 "f'.fMG-1 上部蝦英層群

30 穂別 アレシオザウj~j上科腹肋骨 ~-i"MG-3 上部蝦英層群
31 穂別

長長頚頚竜竜目目
椎四指骨帯肢骨，椎高

Rr,:XG-3se・ 
上上部部蝦蝦夷実層層群群32 穂別

・・4・・・・ ．．．．． .....・・・・・・・・・・ ~-i"M&:4 
33 穂別 長頚竜自 HM.G田350° 上部蝦夷層群

:jj 
穂別 長頚竜目

筋筋四肩骨帯骨肢！又骨指は脊腰帯

HM.G同351
上上部部蝦蝦英実層層群群

穂別
長長頚頚竜竜目目

．．．．．．．．．．． 
HM.G-352° 

穂別
・・・・・・ ・・・... HM.G-353 

（上上上部部部煽儲般夷夷夷届届層群誕群穂別
長長頚頚竜竜目自

HM.G-355 
穂別

・－・... . .... 
歯四肢骨 HM.G-354. 

39 穂別 長頚竜自
・・・・..”・・・・........................... .H°M"G~ 上部蝦夷層群

40 日南 門別 長頚竜自 屑帯又は腰帯，肋骨 HMG-356 中部蝦夷層群
41 浦河 r ~1i切！日上科 歯 NSM-PV15004 上部蝦夷層群

: 本州 福島 いわき アレレシシ方初すり！日日上上科科椎骨
・Ns・空M襲－PでV破15壊025' 双双葉葉層層群群いわき ・-y りj 頭骨，四肢骨

:: いわき アリオザウi~上科烏口骨 °i"McF-・1111 双葉層群
富山 朝日 アレ汁抑J~J.上科 歯 TSM F0-998,999 来馬層群

46 長野 小苔 アレシオザMJ.上科 t望A書ユ 来馬層群
47 淡路島 兵庫 淡路島 アレシオ抑J~J.上科 歯 Dト004386 和泉層群
48 四国 香川 白鳥 アリオザウ！日上科？ 四肢骨 和泉層群
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画責草花 義克~ 報告 記載請瓦
Senonian 1909 Riabinin 1915 

Cenomanian I 1985 IObata剖 al.1989 
？ ！ ？ ｜小畠ほか 1972

？点1:e~：~t~~：（§長r.i:ii:::r：~：~？.f~：~z~:i：｛務：f~詑；日~~：~x~：1.雪~.？.： 9..照明制点Y.~.. 1.~~~~ ....... 
Coniacian I ? l小畠＆長苔川 1976

5五品両日記｛Latお＂'P百＇~ff)g'gil不n阪神苔寸99(fa9'5五日δ＇g長治五脳同尚
～Maastrichtian I l1995c,1996 

？.~.円！9.~.！自円. I ? ｜小畠＆長苔Jll1976 
T 'fgifo 1地徳1990

.T.~：. 9~.i.自~ I ? l小畠ほか~ 包.7~
・1 'fa?°s !Matsumoto et al. 19a2 
:i ・1・ga・5 ｜地徳1・9a7)990・

・1 ?.~~6 ｜地徳1°990
Santonian I 1987, faaal岩田ほか01991，伸呑＆小平調査団1991,Nakaya

1 ヨ~.. ？.，鈴木ほか~ ~~.2: 09.~判－~~川.~に~_v.a 1995c;, 1996 
l~－~守的~-19：燃側akれya 1995c 

？ ｜佐藤 1995

？.空.~－~空口.思引E空．｜泣...1.. .......ム......t~：害照－~~.. ~－~：百
San~。円 i臼円.（§~「IY.).. J ? i小畠ほかJヨ.？.？.

日．．．．．日『9.~ ！！
c~口9.問~.ηi臼口：（［：~t。）.］ ?° ｜小j＼畠ほか 1'9：？.~
cenomanian(Late) I °?' ｜小畠＆長省川1976

手＇＂＂＂＂＂＂＇＂＇ l・－－・・冒・・＇f""""Tij：孟碍亦＂fa72

c。円。問.ヨ円・（＇：＇：円 I ?° ｜小畠ほか1'9'72
cenomanran ・1 ?° ｜小畠ほか19'72

Ce片：？.而右両日程玩［x~： :i:·········j:::······:1不単＇ii~~）9'72
Sani。円－f臼円：（§自「~IY.). I '?° ｜小畠ほか1993
CamP..臼口！窃.円 ] ・19¥fo 1木村ほか 1~~~

・1・99'0 f6gawa&Nak:aya 1995 

M.臼臼~~r.！~れ .~i ヨ円.（§臼：.I.Y.〕 I ? ｜小畠ほか 1972
c'ampanian'U~ariy) ・11976, faiil紀藤ほか19.86 I Nakaya 1989 

．仲毛主＆穂別調査団1981，仲省1982, 1 984, 198 5 
1976 ｜鈴．米長神容Y弱正論米γ長谷正：地徳・＼g'gi{
·1·ga~。 ｜地徳 19a7 ， ~：i90
・1・ga・1 ｜鈴木＆仲谷~ g·a~，鈴木 .＇. .~~i，地徳 1990
'fi:ia'1 ｜地徳 f~~！，， 1 i~9: 
'1'9益＼＇
・faa・2 ｜鈴木1・ga4’地徳・faai’'f990 

0 'fga・2 ｜鈴木1・ga4，地徳1・987,199.
'1'9語．．．－．．｜：地福・1石a1j'当長る．．．．．．．．．．
'1'9泌.....・r地福＼~a1＇＼弱る1
'f993 f6gawa&Nakaya 1995 
1984 ｜地徳 1987,1990

Campanian(Early) I ? ｜小畠ほか 1972

sヨ.~t。ni 臼円.（§ヨ：.＇Y..t .l. .~ ヨ~•• ?. l徳永~ .ヨ？~. 1.!9. に~」！：自 ~.a&Shi 『nizu 1926 
sanioiiT 

長苔JII＆小畠 1972,1976 
宮古ii"i副長ii"(i~＇.記－~ij ・H・I・H・・・・・ ＇f・.......1妄容川ほ．亦fasf... 

Jurassic(Early) I 1986 1大倉 1986 1苔本孟天蚕1989
Jurassic(Early) I 1990 1高桑＆長谷川 1992 I 

Maastrichtian恒主ly}I 1991 I ｜佐藤 1996
Cam2_arnan 1990 I Nakaya 1992,0gawa&Nakaya 1995c, 1996 

9 
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用具はノギスと巻尺を用いた．以下に用いる方向用

語は，長頚竜が四肢を下に，頚を前方にのばしてい

る自然な状態での方向を示している．

後頭頼

歯

Posterior breath：後頭頼後面の左右外側縁が互

いに最も外側に離れる点の直線距離

Posterior height：後頭頼後面の上下外側縁が互

いに最も離れる点の直線距離

Length；頼部分の最大前後長

Length：保存されている部分の上縁から下縁ま

での最大直線距離

Length of crown：エナメル質下縁から歯冠切縁

までの距離

Diameter (maximum）：エナメル質下縁部で方

向に関係なく計った最大直径

Diameter (minimum）：エナメル質下縁部で方向

に関係なく計った最小直径

歯骨

Greatest length ：歯骨の保存されている部分の

最大前後長

Height ：歯骨の下縁から直角に計った，歯骨下

縁から歯槽上縁までの距離

Breath (minimum）：高さと垂直に計った歯骨の

最小幅

Breath (maximum）：高さと垂直に計った歯骨

の最大幅

椎骨

Greatest height ：保存されている部分の上縁か

ら下縁までの最大直線距離

Height of the cranial face of the body：椎体前面の

上縁から下縁までの最大直線距離

Height of the caudal face of the body：椎体後面の

上縁から下縁までの最大直線距離

Height of the spinous process：椎体上縁から赫突

起先端までの直線距離

Breath of the cranial face of the body：椎体前面の

左右の外側縁が，互いに最も外側に離れてい

る点の聞の直線距離

Breath of the caudal face of the body：椎体後面の

左右の外側縁が，互いに最も外側に離れてい

る点の聞の直線距離

Breath of the costal fovea part of the body：左右肋

骨嵩のそれぞれ中心点の聞の距離

Breath of the transverse process：左右横突起端の

それぞれ中心点の聞の距離

Cranio・caudallength of the body：椎体前面前縁

から椎体後面後縁までの直線距離

Cranio・caudallength of the spinous process：正中

矢状面内における赫突起前縁から後縁までの

直線距離

Breath of the cranial articular process：前関節突

起の左右の外側縁が，互いに最も外側に離れ

ている点の間の直線距離

Breadth of the caudal articular proαss：後関節突

起の左右の外側縁が，互いに最も外側に離れ

ている点の間の直線距離

Cranio・caudallength of the costal fovea ：肋骨嵩

の前縁から後縁までの直線距離

Height of the costal fovea：肋骨禽の上縁から下

縁までの直線距離

Height of the vertebral foramen ：正中矢状面内で

椎体上面に引いた接線から椎弓上縁までの最

短距離

Breath of the vertebral foramen ：横方向に計っ

た，左右の椎弓内側面聞の最大距離

Longer diameter of the end of the transverse 

process：横突起端で方向に関係なく計った最大

直径

Shorter diameter of the end of the transverse 

process：横突起端で方向に関係なく計った最大

直径

H/L= （椎体の高さ／前後の長さ×100)

BIL= （椎体の幅／前後の長さ×100)

肋骨

Iρnger diameter of the proximal end ：肋骨の近位

端で方向に関係なく計った最大直径

Shorter diameter of the proximal end ：肋骨の近位

端で方向に関係なく計った最小直径

Longer diameter of the middle of the body：肋骨

体のほぼ中央部で方向に関係なく計った最大

直径

Shorter diameter of the middle of the body：肋骨

体のほぼ中央部で方向に関係なく計った最小

直径

Longer diameter of the distal end ：肋骨の遠位端

で方向に関係なく計った最大直径

Shorter diameter of the distal end ：肋骨の遠位端

で方向に関係なく計った最小直径

Straight length (remain part）：近位端の最も内側

に突出する点から，遠位端の最も内側に突出

する点までの直線距離

Arc of rib ：近位端の最も内側に突出する点か

ら，遠位端の最も内側に突出する点までの，
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肋骨外面に沿う弧状線の長さ

肩甲骨

Greatest length ( center of glenoid 

anteromedially）：正中矢状面に平行な面内で烏

口骨関節面の中央部から肩甲骨前端までの直

線距離

Midline to posterior notch of dorsal process：正中

矢状面に直交する面でdorsalprocessのnotchから

midlineまでの直線距離

Width of glenoid bar ：関節嵩に続くbarで，内外

側縁が，互いに最も離れている点の聞の直線

距離

Width of dorsal process at dorsal end : dorsal 

processの背端での前縁から後縁までの最大前後

幅

Height of dorsal process : dorsal processのnotchか

ら背端までの高さ

ventral plate Bf shaft B=( dorsal processのnotchから

midlineまでの距離／関節脅に続くbarの内外側縁

が，互いに最も離れている点の間の直線距

離×100)

Breath of dorsal process L/L= (dorsal processの

notchの前後長／肩甲骨の最大前後長×100)

烏口骨

Greatest length ：保存されている部分の前縁か

ら後縁までの最大直線距離

Length of mipline suture：正中矢状面内で左右烏

口骨縫合面の前縁から後縁までの直線距離

Greatest width (to posterior glenoid）：正中矢状面

に直交する面で上腕骨関節面から左右烏口骨

縫合面までの直線距離

Width at posterior expansion：正中矢状面に直交

する面で後方の広がりの内外側縁が，互いに

最も離れている点の聞の直線距離

Width of shaft：正中矢状面に直交する面でshaft

の内外側縁が，互いに最も離れている点の聞

の直線距離

Length across lateral concavity：上腕骨関節面の

後端から後方の広がりの最も外側に突き出し

た点までの烏口骨外面に沿う弧状線の長さ

posterior expansion : B/shaft B＝（後方の広がりの

内外側縁で互いに最も離れている点聞の距離

/shaftの内外側縁が互いに最も離れている点で

の距離×100)

symphysis L/L= （左右烏口骨縫合面の前縁から

後縁までの距離／烏口骨の最大前後長×100)

四肢骨

Breath of the proximal end ：近位関節面で前縁の

最外側点から後縁の最外側点までの前後方向

に計った距離

Thickness of the proximal end：近位関節面で外

縁の最外側点から内縁の最外側点までの内外

側方向に計った距離

Breath of the middle of the body：近位遠位最大

長の中央の部分における，骨体の前面と後面

との間の距離

Thickness of the middle of the body：近位遠位最

大長の中央の部分における，骨体の内面と外

面との聞の距離

Breath of the distal end ：遠位関節面で前縁の最

外側点から後縁の最外側点までの前後方向に

言十った距離

Thickness of the distal end ：遠位関節面で外縁の

最外側点から内縁の最外側点までの内外側方

向に計った距離

Proximal-distal length ：近位関節面の最高点から

遠位関節面の最下点までの距離

上腕骨

BIL＝（上腕骨の遠位端の幅／上腕骨の近位端から

遠位端までの長さ×100)

B/shaft B= （上腕骨の遠位端の幅／近位遠位最大

長の中央の部分における骨体の前面と後面と

の問の距離×100)

榛骨

BIL＝（榛骨の前面と後面の最大幅／榛骨の近位端

から遠位端までの長さ×100)

胃石

Longer diameter ：方向に関係なく計った胃石の

最大直径

Shorter diameter ：方向に関係なく計った胃石の

最小直径

3. 略語

AMNH American Museum of Natural History, New 

York, New York, U.S.A. 

ANSP Academy of Natural Sciences of Philadelphia, 

Philadelphia, Pennsylvania, U.S.A. 

CIT California Institute of Technology （現在CIT

標本はNaturalHistory Museum of Los 

Angeles Countyに移転されている），

Los Angeles, California, U.S.A. 

CMNH Colorado Museum of Natural History, Denver, 

Colorado, U.S.A. 

CNHM Chicago Natural History Museum, Chicago, 

Illinois, U.S.A. 
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D Museum of Nature and Human Activities （兵

庫県立人と自然の博物館） , Hyogo, 

Sanda, Hyogo, Japan. 

HMG Hobetsu Museum （穂別町立博物館）

Hobetsu, Hokkaido, Japan. 

IMCF Iwaki Museum Coal and Fossil （いわき市石

炭・化石館）， Iwaki, Fukushima, Japan. 

KUMNH Museum of Natural History, Kansas 

University, Lawrence, Kansas, U.S.A. 

NFL Numata Fossil Laboratory （沼田自然史研究

室） , Numata, Hokkaido, Japan. 

NMV Nakagawa Museum, Nakagawa （中川町郷土

資料館）， Hokkaido, Japan. 

NSM National Science Museum （国立科学博物館），

Tokyo, Japan. 

OM Obira Museum （小平町郷土資料館），

Obira, Hokkaido, Japan. 

SDSMT Museum of Geology, South Dakota School of 

Mines and Technology, Rapid City, 

South Dakota, U.S.A. 

SMU Southern Methodist University, Dallas, Texas, 

U.S.A. 

TMNH Toyohashi Museum of Natural History （豊橋

市自然史博物館）， Toyohashi, Aichiト

Japan. 

UCMP Museum of Paleontology, University of 

California, Berkeley, California, U.S.A. 

USNMVN ational Museum of Natural History, 

Smithsonian Institution, Washington 

D.C., U.S.A. 

YPM Peabody Museum of Natural History, Yale 

B: Breath 

H: Height 

L: Length 

cerv: cervical 

University, New Haven, Connecticut, 

U.S.A. 

長頚竜化石の産状とその地質年代

北海道中川郡中川町安川から1991年8月8日，埼玉

県川口市在住の山路徳次氏他3名によってその一部

が発見された長頚竜化石（Fig.2）は，同年8月21

～25日，中川町郷土資料館名誉館長魚住悟北海道

大学名誉教授を調査団長として，中川町役場職員5

名，町の化石協力員5名，なかがわ化石会会員数名

の方々を中心に発掘調査が行われた．化石のクリー

ニングは町から依頼された4名の方々によって1992

年6月から1994年4月の間行われた．

本標本は，中川町郷土資料館に所蔵されており，

登録番号はNMV・2である．化石は北海道中川郡中

soom 

Figure 2 Locality map. Arrow shows the locality of the plesiosaurian fossil (NMV・2)(base map 

after 1 :25,000 topographic map”Saku”（NL-54-11-16・4)of the Geographical Survey 

Institute of Japan). 
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川町安川の安平志内川支流炭の沢の北側斜面の露

頭，縦7m横5mの範囲内から密集して産出した．産

出層準は函淵層群上部の安川層（橋本ほか， 1967)

で，その地質年代は後期白亜紀のCampanian後期～

Maastrichtianとされている（加藤ほか， 1990).

頚椎と胸椎の一部を除く多くの化石は関節した状

態ではなく，相互の関係が撹乱されて発見された．

最初，露出していたのは肋骨の一部で，その周りに

多くの肋骨や胴椎，胸椎，ほぼ中間の頚椎数個，烏

口骨の一部，頭骨の一部（歯骨，歯，後頭頼）が散

在した状態で露頭の表層近くで発掘された（Fig.

3）.それらの聞に多くの胃石が散在して分布して

いた．発掘が進みより下位の層準から比較的順序よ

く関節した後方の頚椎が，それらの化石の周りから

肩甲骨と烏口骨の一部，肋骨，四肢骨が発掘された

(Fig. 4）.これらは，関節していた後方の頚椎を除

くとすべて撹乱されて堆積しており，本来の位置関

係は残していない．以上の産状から推定すると死亡

直後に急速に埋積されたのではなく，死後，かなり

の時間を置いて連続した後方の頚椎の上に胸椎以下

6. cervical v巴「tebra,dorsal rib, ventral rib d 内〆＇ /() 
10 /'y/ア

7. cervical vertebra, d口rsalrib, ventral rib, limb bone / , 

./ 3 ¥ 8. cervical vertebra tooth _/  '"' ¥ 

9. cervical vertebra, dorsal rib, ventral rib, limb bロne, ／／ー一ーー、＼ I 
凶口向irdle ／）＼～ふJ

10. dorsal rib, v巴『1tralrib, Iii『nbbone 

9 

" / 6 
＼ 

50cm 

Figure 3 The occurrence of the plesiosaurian fossil in the 

upper level (NMV・2)(modified from Yuu Nagasawa’s 

drawing). 

の部分がぱらぱらになりながら掃き寄せられて重な

った後に埋積されたと考えられる．頭骨の大部分，

前方の頚椎，仙椎，尾椎，左前肢，後肢，腰帯は産

出しておらず，埋積以前失われていた可能性が高い．

長頚竜標本（NMV・2）のそれぞれの部位ごとの数

は後頭頼l，歯骨l，歯2，頚椎26，胸椎3，胴椎12,

背肋骨102，腹肋骨35，部位不明の肋骨10，肩甲骨l,

烏口骨 2，上腕骨 1，榛骨 1，手根骨又は足根骨 3'

指骨別である（Table2 , Fig. 5 ) . 

1. dorsal rib, ventral rib 

2. dentale, cervical vertebra, ventral rib, gastorolith 

3. coracロid

4. pectoral vertebra, dorsal vertebra, dorsal rib, ventral rib 

5. dorsal vertebra, dorsal rib, ventral rib, gastorolith 

Figure 4 The occurrence of the plesiosaurian fossil in the 

lower level (NMV-2) (modified from Yuu Nagasawa’s 

drawing). 
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Figure 5 Preserved paはsof Nakagawa specimen (NMV・2).The pa同sfilled by meshes are preserved (base drawing after 

Brown 1980). 

記載

~虫綱（Class Reptilia) 

鰭竜亜鋼（SubclassSauropterygia) Owen 1860 

長頚竜目（Order Plesiosauria) de Blainville 1835 

プレシオサウルス上科

(Superfamily Plesiosauroidea) (Gray 1825) Welles 1943 

エラスモサウルス科

(Family Elasmosauridae) Cope 1869 

M orenosaurus属に比較

(Genus cf. Morenosaurus) Welles 1943 

標本番号 NMV-2 （中川町郷土資料館に保管）

標本後頭頼l，歯骨l，歯2，頚椎26，胸椎3，胴椎

12，背肋骨102，腹肋骨35，部位不明の肋骨10，肩

甲骨l，烏口骨2，上腕骨l，榛骨l，手根骨又は足根

骨3，指骨31 (Fig. 5, Table 1) 

産地北海道中川郡中川町安平志内川流域（北緯44

。40’45" N, 東経142° 0’29" E) 

層準函淵層群上部安川層

時代 Campanian後期～Maastrichtian

頭骨 (Plate 1) 

後頭頼：（Platel,Fig. 1) 

後頭頼は第l頚椎と関節する部分で，頭部を回転

させる働きをもっ．半球状をなし，前方にくびれが

あり，後方表面はなめらかである．

歯：（Plate1 ,Fig. 2 ) 

遊離した歯が二本発見されている．歯は歯骨には

まる歯根部とエナメル質におおわれる歯冠部に区分

される．歯冠部の表面にははっきりとした縦の装飾

を有している．先端はとがっており，比較的細長く，

少しカーブしている．歯根部は歯冠部よりもわずか

にふくらんでいる．断面は楕円である．

Table 2 Number of fossil remains from Nakagawa. 

part nwnber 

。ccipitalcondyle 
den tale 

tooth 2 

cervical vertebra 26 

pectoral vertebra 3 

dorsal vertebra 12 

dorsal rib 102 

ventral rib (gastralia) 35 

? rib 10 

S印 pula 1 

coracoid 2 

hwnerus 1 

epi伊dial

mesooodial 3 

phalanx 31 

total 277 

歯骨： (Plate 1 Fig. 3 ) 

表面に小さな孔をもたないので歯骨と考えられ

る．まだ周りにマトリックスがついており前後関係

が不明である．ほぼ一定に七つの歯槽をもっ．

椎骨 (Plate 2～4) 

椎骨の基本的構造は，円盤状の椎体が主体で，そ

の背側に脊髄をはさむために突出する一対の神経突

起からなる．神経突起は背側で左右が合して神経弓

となり，さらにその背側に一本の赫突起を突出させ

る．また，肋骨との関節のために肋骨嵩をもつが，

椎骨の部位によりその椎骨上の位置は異なる．前後

の椎骨の関節のために，神経突起から前方と後方に

向かってa それぞれ関節突起が突出し，前関節突起
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の前端部上面が，前の椎骨の後関節突起の後端部下

面に関節していく．本標本では椎骨の中間の頚椎か

ら胴椎までが産出している．それぞれが関節して発

見されていないので個々の詳しい位置関係は不明で

ある．全体として椎体の保存は良く，赫突起，横突

起には保存の良いものはない．椎体は両凹型で，

つの肋骨寵をもっ．

頚椎の椎体の形は上下に偏平な小判型をなす．頚

椎の椎弓は，すべて完全に椎体に融合している．頚

椎の椎体は他の椎骨に比べて前後に長くなってい

る．頚椎の肋骨寓は椎体の下半部に位置する．産出

したなかで一番前方と思われる頚椎には椎体の腹側

側部に斧型の頚肋骨が融合している．椎体の腹面に

はキールがあり，そのキールの両側には前後に長い

楕円形の栄養孔がみられる．また，椎体側面の肋骨

融合面と椎弓融合面とのちょうど半分ほどの位置に

前後にはしる稜がみられる．それ以後の少なくとも

頚椎23個以上，胸椎，胴椎には側面の稜は見られな

い．椎体は，高さが小さく長さと幅が大きい．従っ

て椎体の形は偏平な楕円形で，前後の長さが比較的

長くなっている．後方の頚椎の椎体に，頚肋骨が関

節して産出しているものもあるが，融合はしていな

い．椎体の腹面のキールは丸みをもち，キールは消

失しつつある．栄養孔は存在する．前方の頚椎と比

べて椎体の高さが増してきている．後方の頚椎の椎

体では胸椎に近くなるほど高さが高くなる．頚椎の

椎体側面の稜はElasmosaurus属の種を分けるのに使

われている.Pravoslavlev(l918-1919）は，この稜は

頚の短い長頚竜類には存在しないので，頚の長さに

対応して筋肉が発達したことの指標であると考えた

(Welles, 1962）.椎体の腹面のキールの存在の意味

はよくしられていない．頚椎の肋骨面は中間の頚椎

では前後に長い楕円形であるが，後方の頚椎ではよ

り円に近づく ．赫突起は保存されている部分から，

長方形のような形の長く，薄い，板状であったと思

われる．

胸椎は，頚椎から胴椎への移行部で肋骨嵩が椎弓

と椎体にまたがっている．本標本では，胸椎は三つ

産出している．椎体側面の稜は存在しない．腹面の

キールも消失している．栄養孔は存在する．椎体の

形は頚椎よりも高くなる．また，前後の長さは頚椎

よりもわずかに短くなる．

胴椎の肋骨嵩は椎弓から側方に突き出る横突起に

移る．胴椎の椎体の腹面は丸く，キールはみられ

ない．栄養孔は存在する．胴椎の椎体は頚椎，胸椎

に比べると高く，前後面の形は円形に近くなる．肋

骨嵩は後方中央付近に位置し，前方に先端がある涙

型を呈する．

肋骨（背肋骨・腹肋骨） (Plate 5 , 6 ) 

肋骨は胴体の形を保のに重要な役割を担う．長頚

竜の場合，肋骨は背肋骨と腹肋骨に分けられる．ど

ちらも完全に保存されておらず，不完全である．背

肋骨は頚部から存在し，一個の椎骨に左右一対ずつ

関節する．すべて肋骨の骨頭は一つである．頚肋骨

は上下に平たく，前後に長い斧型をしている．特に

前方の頚椎に近い程前後に長い傾向がある．後方の

頚椎になるほど，高さが増し，がっしりしてくる．

膏曲はほとんどない．断面は前後に長い楕円形であ

る．胴肋骨の形態はがっしりしており，骨頭付近は

溝をもち湾曲が大きく，先端付近は膏曲が小さい．

断面は円形に近い．腹肋骨は肩平で内側に溝をもっ．

また，中心部分で溝をもたず，がっしりしており側

方にのびるにつれて溝をもち肩平になるものもあ

る．断面は楕円となっている．

肩帯（Plate7) 

肩帯は鎖骨，閉鎖骨，肩甲骨，烏口骨から構成さ

れるが，本標本では左肩甲骨，右烏口骨が残されて

いる．

肩甲骨（Plate7 , Fig. 1 ) 

腹側板は，ほぼ亜三角形で，薄く，平らになって

いる．後方側方へ細くなる．腹側板の前端は正中部

に向かい後方にゆるやかに丸くカーブしている．腹

側板の外側部はわずかに凹み，関節寵の頚部につな

がる．腹側板の後方端は凹んでおり，細長いneckが

関節嵩まで後側方へ突き出ている．背側に向かう背

側突起をもつが，その先端は失われているので形態

は不明である．背側突起の基底部は比較的広く，腹

側板から関節嵩の頚部まで続く．腹部の表面は，前

後に平たんであるが，側方に凹である．関節嵩の頚

部の断面は三角形となっている．背側突起の前方へ

の広がりは頚部の3.12倍で比較的広い．烏口骨に続

くmedianbarの部分は失われているので烏口骨との

関係は不明である．

烏口骨 (Plate 7 , Fig. 2 ) 

烏口骨は大型の腹側板となっており，正中部で会

合し，結合部を形成する．結合部は27.7cm＋の長さ

に達し，烏口骨の全長の50%を占める．前方への正

中部の突起は左烏口骨の関節部分が大きく失われて

いるので，その程度は不明である．腹側中央に頑丈

な突起が発達している．この突起の辺りは非常に厚

く14cmにも達し，それ以外は薄く，平らになって

いる．左右烏口骨の正中部での関節面は強い凹凸を

もっている．後方の翼部は，後ろに広がった扇型と

なっており，全体的に薄いプレートとなっている．
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その広がりは対象的ではなく，外側への広がりの方

が大きい．厚さはほぼ一定であるが，わずかに内側

よりも外側の方が厚くなっており，後方端が最小の

厚さとなる. NMV・2は広がる部分の手前にあたる

幹部が細く，後方への広がりが大きいという特徴が

ある．背腹面はどちらも平面となっている．後方端

の形はきれいに丸くなっている．後方のwing部分が

少し正中部分に傾いているのは，埋没後の圧力など

何らかの作用が働いたためと考えられる．烏口骨間

の空隙は右烏口骨の内側の形から，前方が広く後方

が閉じた心臓型であることが予想される．

四肢骨 (Plate 8～9) 

四肢は短く扇平化し，水中で翼のように上下には

ばたく作用をする鰭脚となる．四肢骨はすべて関節

した状態では発見されていないので，上腕骨以外は

前肢，後肢のものか不明である．指骨は特に近位部

分が多く保存されている．

上腕骨 (Plate 8) 

上腕骨は頑丈である．上腕骨の近位部は断面が楕

円形で頑丈であるが，遠位部は偏平化し広がり，わ

ずかにがっしり型であるといえる．前端はほとんど

ストレートで，後端は凹である．遠位後端にはknee

が発達している．遠位前端はkneeがわずかに発達し

ている．これはエラスモサウルス科の典型的な形態

である．近位端は骨頭と結節に分かれている．前後

の溝は存在しない．結節は幹部に対して後方へずれ

ている．骨頭と結節の状態は，骨頭の外側端と結節

の内側端が少し欠けているので明確な形態は分から

ないが，両者の聞に6cmほど段差を生じており，骨

頭と結節の聞にわずかに溝の存在する形跡が残され

ているので，両者は分かれていると考えられる．結

節は4.5cm突き出ており，長さは9cmである．結節

は榛骨関節面に平行である．幹部の内側の骨頭の下

6cmの中央付近には筋肉付着面があり，非常に粗く

なっている．遠位端の榛骨尺骨関節面は少し凹んで

いる．榛骨関節面は尺骨関節面よりも大きい．

榛骨（Plate9 , Fig. 1 ) 

上腕骨と関節して産出していないので，左右の位

置関係は不明である．中間骨の関節面が小さいので

腔骨ではなく榛骨であると考えられる．この骨は短

く厚く，平らな5角形である．幅116.36mm，長さ

111.09mmでわずかに幅のほうが大きい．近位端は

上腕骨に関節するため凸である．遠位端は二つの関

節簡をもっ．後端側は失われているが，前端側の関

節禽は残っており，平らになっている．尺骨関節面

には近位，遠位が突き出ており，中央が凹んでおり，

epipodial foramenが存在する．

手根骨又は足根骨 (Plate 9 , Fig. 2～4) 

榛側骨又は腫側骨，中間骨，遠位手根骨II又は遠

位足根骨IIが産出している．それぞれの形は榛側骨

又はひ側骨は5角形であるが，ひどく丸みをおびて

いる．中間骨は角張ったほぼ正六角形であるが，本

Table 3 Comparison of the Nakagawa specimen (NMV-2) with Plesiosaurian supe付amilyand family 

<SUPERFAMILY> 

character Nakagawa specimen(NMV-2) Plesiosauroi也a Pliosauroidea 

too也 slender slender rob田t

cervical vertebrae long long short 

pro伊dial robust robust sle1叫er

ventral rami ofκapula broad broad narrow 

くFAMILY>

charヨcter N誌agawaspecimen(NMV-2) Plesiosauridae Elasmosauridae Clyptocleididae 

ornamental ridges of tooth pぉsent present present lost 

head of cervical rib 2 1 

epipodials breath> len♂h length> br，回血 br，伺出＞len♂h braeth> len鮮h

(Brown 1981 and也ispaper) 
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Table 4 Comparison of the measurement and ratio of elasmosaur vertebral centra 

j f it 
mediancerv 

~e~血ht~m皿＝~ 81 82 92 108 43 95 98 
68 67 61 66 32 60 61 

b匝adth（皿皿） 98 87 70 85 58 9ヨ 60 
Hι 84 82 66 61 74 63 62 

BIL 121 106 76 79 135 98 61 

ie田~e血De'皿紅皿白）rv 
82 99 84 106 94 49 105 

::::1血（皿（m皿皿）） 
85 92 75 91 102 96 
125 1σ7 100 137 111 80 131 

IH/L 104 93 89 86 108 91 

BIL 152 108 ll9 129 118 163 125 

=~ 血｛皿皿） 76 64 96 48 86 
height（皿m) 92 75 91 95 

切柚d血（皿皿） 122 79 142 115 

H/L 121 117 95 111 

BIL 161 124 148 134 
anterior do四

Jeng血（皿皿） 91 65 100 78 100 54 94 
height（皿皿） 98 79 92 79 100 105 

肱田d也｛皿皿｝ 119 98 151 89 135 76 120 

Hι 108 122 92 101 100 112 
B/L 131 151 151 114 135 141 128 

標本では近位又は遠位半分しか残されていない．遠

位手根骨II又は遠位足根骨IIは近位又は遠位にやや

長い6角形であるが，近位又は遠位半分しか残され

ていない．

前指骨又は後祉骨（Plate9 , Fig. 5～6) 

関節して産出しておらず，前肢のものか後肢のも

のか位置関係は不明である．いずれも中央が窪んだ

短棒状の骨である．遠位，近位関節面とも凸となっ

ている．関節面は，楕円または円形となっており，

近位の関節面より遠位関節面のほうが小さくなって

いる．また，遠位の指骨，肢骨になるほどサイズが

小さくなる．

胃石：

胃石と思われる多くの表面がなめらかな丸い磯

が，胴椎と肋骨の聞から発見された．中には亜三角

形の胃石もみられるが，その角は丸く鋭くはない．

それらは主にチャート，泥岩，砂岩からなる．特に

チャートが多くみられる．このような丸い礁が発見

されたのは化石の産出範囲のみであった．周りの地

層は主に砂岩からなり（橋本ほか， 1967），胃石と

同じ様な表面がなめらかな丸い磯やチャート，泥岩

はみられない. 102個の胃石と思われる表面の平滑

な礁が発見されている．最大のものは直径37.6mm 

で，最小のものは1.9mmであった．多くは平らに圧

縮されている．

比較

98 
75 

81 

77 

83 

111 
95 

135 

86 
122 

費き呈E三 ＝ 量~ i I 
83 94 30 92 90 62 105 

80 77 61 68 32 82 

82 127 38 82 46 93 

% 82 66 76 52 78 

99 135 127 89 74 89 

96 27 88 45 105 60 104 95 123 125 

112 24 90 95 64 116 100 127 100 

123 41 156 51 135 90 133 115 170 115 

117 89 102 90 1σ7 112 105 103 80 
128 152 177 113 129 150 128 121 138 92 

89 27 83 95 58 95 70 113 80 
98 30 100 92 64 98 79 125 宮7

120 49 155 136 104 137 ll5 185 115 

llO 111 120 97 110 103 113 111 109 

135 182 187 143 179 144 164 I(舛 144 

89 30 95 95 98 76 115 100 

ll6 33 108 100 100 90 135 110 

96 51 135 125 115 98 I(舛 125 

130 110 114 105 102 119 117 110 

108 170 142 132 117 129 143 125 

(Welles 1舛6,1949, 1952, 1962, Welles and B田np1949皿 d曲目戸per)

長頚竜目を2つの上科に分け，プレシオサウルス

上科は三つの科，プリオサウルス上科はー科とした

Brown 0981）の分類体系に従うと， NMV・2は，歯

が細長い，頚椎が比較的長い，上腕骨が頑丈である

こと，肩甲骨の腹側板が広いことからプレシオサウ

ルス上科に属する．また，歯に縦の稜があること，

頚肋骨の肋頭が一つであること， epipodialが長さよ

りも幅の長さが大きいことからプレシオサウルス上

科のなかでもエラスモサウルス科の特徴を持ってい

ることがわかる（Table3). 

次に，属を検討するため北米産の白亜紀のエラス

モサウルス科の標本とNMV・2の比較を行なった．

北米には特に白亜紀の保存のよいエラスモサウルス

科がそろっており，詳しく記載されているものが多

い．また，日本列島周辺の後期白亜紀の長頚竜類は，

ジ、ュラ紀以降の世界各地の長頚竜の分布の変遷から

北アメリカから北太平洋を経由して移動してきたと

考えられている（Nakaya, 1989). 

比較に使用した標本と時代は以下の通り，

Alzadasaurus colombiensis (type UCMP 38349) 

(Aptian), A colombiensis (Bogota specimen) (Aptian), 

A. kansasensis (Coniacian), A. pembertoni (Santonian), 

A. riggi(Turo凶ar仏A. tropicus(Turonian), 

Aphrosaurus furlongi (type CIT 2748) (Maastrichtian), 

A.かrlongi(CIT 2832) (Maastrichtian), Elasmosaurus 

morgani (Turonian ), E. pla砂urus(Santonian), 

Fresnosaurus drescheri (Maastrichtian), 
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Hydralmosaurus serpentinus ( Campanian ), 

Hydrotherosaurus alexandrae (Maastrichtian), 

Leurosaurus ultimus (Maastrichtian), Morenosaurus 

stocki (type CIT 2802) (Maastrichtian), M. stocki (CIT 

2749) (Maastrichtian), Ogmodirus martini (Coniacian), 

Sか•xosaurus browni (Campanian), S. snowii 

(Santonian), Thalassiosaurus ischiadicus (type KUMNH 

434) (Santonian), T. ischiadicus (YPM 1644) 

(Santonian), T. ischiadicus (YPM 1640) (Santonian), T. 

ischiadicus (USNMV 11910) (Santonian), 

Thalassomedon haningtoni (Cenomanian), 

Thalassonomosaurus marshii (Santonian) (Welles, 1943, 

1949, 1952, 1962 ; Welles and Bump, 1949). 

椎骨

中間の頚椎，後方の頚椎，胸椎，前方の胴椎にお

いて高さ，前後の長さ，幅の比率を比較した

(Table 4）.中間の位置の頚椎では， NMV・2は幅が

前後の長さに対して非常に長い（B/Lが大きい）．こ

の特徴は，幼体であるAphrosaurusfurlongi (CIT 

2832）と Ogmodirusmartini及び，成体である

Alzadasaurus colombiensisとMorenosaurusstockiにみ

られる．幼体で中間の頚椎のデータが存在するのは

上記の二体のみだが，この二体ともこの特徴をもつ

ことから幼体に特徴的な形態である可能性がある．

また， NMV・2の場合， B/Lが大きいのは椎体の幅が

比較的大きいだけでなく前後の長さが比較的短いこ

とが要因となっている．つまり，椎体の前後の形が

より上下につぶれた楕円体で，椎体の前後の長さの

伸長が少ないという形態である．従って， H/Lも必

然的に比較的大きな値をとっている．この2つの特

徴を合わせ持つものとして， Alzadasauruscolombien-

sis, Aphrosaurus furlongi(CIT 2832), Morenosaurus 

stockiがあげられる. Ogmodirus martiniはB/Lが大き

いという特徴はもっているが， H/Lは不明である．

SかxosaurussnowiiはH/Lが大きいという特徴はもって

いるが， B/Lは不明である．後方の頚椎でも同じよ

うな傾向がみられる.H/LとBILが大きいものとして，

Morenosaurus stocki, Thalassiosaurus ischiadicus 

(YPM l臼4), Thalassomedon haningtoniがあげられる．

Aphrosaurusかrlongi仇ferred）ではH/Lが保存が悪く

不明である．胸椎でも頚椎ほど著しくはないが，椎

体の幅が比較的大きく，前後の長さが比較的短い傾

向がみられる．この特徴はLeurosaurusultimus, 

Morenosaurus stocki, Thalassiosaurus ischiadicus 

(YPM 1644), T. ischiadicus (USNMV 11910), 

Thalassomedon haningtoniにみられる．前方の胴椎に

はH/LとB/Lに目立った特徴はみられないが， NMV・2

と類似したH/LとBILを持つものは， Aphrosaurusfur-

longi, Elasmosaurus platyurus, Morenosaurus stocki, 

Styxosaurus browni, Thalassomedon haningtoni, 

Thalassonomosaurus marshiiが あ げ ら れ る．

Aphrosaurus furlongi (CIT 2832）はH/Lが標本の保存

が悪く不明である．

以上，中間の頚椎から前方の胴椎を通して比較し

Table 5 Comparison of the propo凶onof elasmosaur vertebral centra 

anterior cerv mediancerv 政:,steriorcerv oect anterior dors oosterior dors 

Nakagawa specimen(NMV-2) 日＜L<B L<H<B L<H<B L<H<B 

Alzadas側 rusucolombiensis H<L<B H<L<B H<L<B 

Alzadasaurusu colombiensis(ref初 ・ed)

Alzadasaurusu初nsase.悶 S 日＜B<L H<L<B L<H<B L<H<B 

Alzadasaurusu vembertoni H<B<L H<B<L H<B<L H<L<B H<L<B L<H<B 

Alz血おsaurusuriggsi 

Alzadasaurus tropicus 

Avhrosaurus furlonJ/i 
Avhrosaur郎元irlonJ/i(referred) 日＜L<B

Elas田nosaun必 morgani H<L<B H<B<L 

Elasumosaurus via加 ITUS H<B<L B<H<L H<L<B L<H<B L<H<B 

Fresnosaurus drescheri 

Hvdralmosaurus serventinus H<L<B H<B<L H<L<B 

Hvdrotherosaurusu alexandrae H<B<L H<B<L L<H<B L<H<B L<B<H L<H<B 

Leurosvomdvlus ultimus L<H<B L<H<B L<H<B L<H<B 

Morenosaurus stocki H<L<B L<H<B L<H<B L<H<B L＜日＜B

More nos仰 russtocki(r.俳rred)

Oi!modirus martini L<B L<B 

Stvxosaurus browni H<B<L H<B<L H<L<B 日＜L<B L<H<B 

Stvxos仰 russ，即 wii H<L H<L 

Thalassiosaurus isch1切品ic凶 tvve) L<H<B 

T加加・siosaurusischiad削 ISiYPM1644) H<B<L L<H<B L<H<B 

Thalassiosaurus ischiadicus1 YPM1640! L<H<B L<H<B L<H<B 

Thalassiosaurus ischiadicus USNM11910) L<H<B L<H<B L<H<B L<H<B 
Thalassomedon haningtoni H<L<B H<B<L L<H<B L<H<B L<H<B L<H<B 
Thalassonomosaurus marshii H<B<L L<H<B L<H<B 

(Welles 1946, 1949, 1952, 1962, Welles and Bump 1949 and血ispaper) 
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てみると， MorenosaurusstockiがNMV-2と椎骨にお

いて最も類似していると考えられる ．しかし，

Morenosaurus stockiの方が，全体的に若干椎体の幅

が大きい傾向がある．また， Aphrosaurusfurlongi 

(CIT 2832）もデータの一部から類似している可能

性があるが，標本の保存が悪いので，この比較から

は確認できない．

次に，椎体のプロポーション（中間の頚椎，後方

の頚椎，胸椎，前方の胴椎の高さ，前後の長さ，幅

の大小の関係）を比較した（Table5). NMV-2は中

間の頚椎の幅が前後の長さよりも大きいという特徴

をもっている．この特徴をもつのはAlzadasaurus

colombiensisとMorenosaurusstockiのみである．！｜国を

追って形態をみていくと，中間の頚椎では高さが小

さく長さと幅が大きい．従って椎体の形は偏平な楕

円形で，前後の長さが長くなっている．後方の頚椎

では胸椎に近づくにつれ高さが高くなる胸椎では長

さが小さく，高さと幅が大きくなっている．椎体の

形はかなり円に近付いており，前後の長さは短くな

っている．胴椎では胸椎と同じ関係であるが，椎体

の形はほぼ円形となってくる．このような中間の頚

椎から前方の胴椎までの椎体のプロポーションは

M orenosaurus stockiによく一致している．

さらに，側面の稜と腹部のキールを比較した

(Table 6）.頚椎の椎体側面の稜はElasmosaurus属

の種を分けるのに使われている. Pravoslavlev 

(1918・1919）は，この稜は頚部の短いタイプでは存

在しないので，頚部の長さゆえの筋肉の発達の指標

であると考えた（Welles,1962）.椎体の腹面のキー

ルの存在の意味はよく知られていない．頚椎の椎体

側面の稜は，白亜紀のエラスモサウルス科の例から，

頚椎前方から中聞にかけて存在するのが一般的なよ

うである．また，幼体でも稜が存在するものと存在

しないものがあるので，個体発生には関係がないと

考えられる.NMV・2は産出したなかで一番前方と

思われる 1つの中間の頚椎に椎体の側面に稜が存在

する．それ以後の少なくとも頚椎23個以上，胸椎，

胴椎には側面の稜は存在しない． しかし，北米のエ

ラスモサウルス科の例から，中間の頚椎のみに稜が

存在するという例はないので，それより前方に稜は

存在した可能性がある．そうであるとすると，この

特徴は北米のエラスモサウルス科に一般的な特徴で

ある．腹面のキールは中間の頚椎から存在し，胸椎

前方付近で消失している．北米のエラスモサウルス

科の例から，前方の頚椎のみに存在するもの，前方

の後方頚椎のみに存在するもの，後方の頚椎まで続

くもの，すべての頚椎に存在するもの，存在しない

ものなど種の違いにより特徴がある．しかし，幼体

ではキールが存在してないので，個体発生にいくら

か関係がある可能性がある．また，椎骨の大きさか

ら考えるとNMV・2の全長は10mほどあったと考えら

れる．

Table 6 Comparison of the lateral ridge and ventral keel of elasmosaur cervical vertebra 

lateral ridge ventral keel 

Nakagawa specimen(NMV-2) mediancerv 

Alzadas側 ruscolombiensis(type) absent anterior cerv 

Alzadasaurus pembertoni anterior-58th cerv 

Alzadas似 rustropic出 absent 

Ap愉osaurusfurlongi( type) we北lyposterior cerv postenor cerv 

Aphrosα:urusかrlongi(referred) anterior-medi組 cerv absent 

Elasrrwsaurus morgani anterior-median cerv 

El，伯rrws側ruspla~予urus all cerv 

Hydralrrwsaurus se.ワientinus anterior-23d cerv anterior--46也cerv

Hydrothtヲrosaurusalexandrae ant-40血cerv 組 1terior-14---17thcerv 

Leurospondylus ultimus absent absent 

Morenosaurus stocki(type) anterior-prepectral 17 or 18th ワ

Morenos側 ！russtocki(referred) anterior-median cerv absent 

Sぐyxosauruョbrowni anterior-median cerv anterior-5th cerv 

Tholassomedon hflni.噌toni 組 teriぽ -45:泊 Cぽ V all cぽ V

(Well田 1946,1949, 1952, 1962, Welles and Bump 1949 and this papぽ）
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Table 7 Comparison of the character of elasmosaur pectoral girdle 

V印Bl刷shaf／~te do四 l呼当面ne

臼，racoid
pectoral bar 剖1leriorend ventrョIridge 

;f田haf;o;
symυp¥':sis 

process UL 

Nakagawa s田 cimen(NMV-2) ? 312 

Alzadasaurus colombie旧日（type) absent 

Alzadasaurus colombiensis(r，φrred) absent 

Alzadasaurus pembertoni absent 290 

Alzad，出aurusriggsi absent 

Alzad出nurustropicus absent 

Aphrosaurus farlongi( type) absent 407 

Aphrosaurusルrlongi(r，ψrred) absent 

El，山 mosaurusmar即 ni 町田ent 267 

Elasmosaurus platyurus absent 

Fresnosaurus drescheri absent 

Hydralmosaurus serpentinus absent 

Hydrotherosaurus alexandrae absent 359 -

Leurospondylus ultimus absent 126 

Morenosaurus stocki(type) absent 235 

Morenosaurus stocki(r，売声rred) absent 

Ogmodirus martini absent 

Styxosaurus browni absent 270 

Thalassiosaurus ischiadicus（ηpe) absent 

n国lassiosaurusischiadicus(YPM1644) absent 281 

Thalassiosaurus isch回dicus(YPM1640) absent 258 

Thalassios，叫 rusischiadicus(UCNM11910) absent 

Thalassomedon l回 ninl!印刷 absent 283 

Thalassonomosaurus marshii present 200 

肩甲骨

肩甲骨の腹側板の発達の程度を比較した（Table

7, Fig. 6）.肩甲骨は腹側板が発達しているものと

未発達のものに分けることができる．発達している

ものはElasmosaurus属， Thalassonomosaurus属，

Thalassomedon属， Morenosaurus属， Styxosaurus属，

Hydrotherosaurus属， Aphrosaurusfurlongi(type）が

あげられる．そのうちElasmosaurus属とおそらく

Thalassonomosaurus属は烏口骨に続く medianbarをも

っ．未発達のものはAlzadasaurus属を始めとして，

Aphrosaurus furlongi (CIT 2832), Leurosaurus属，

Thalassiosaurus属があげられる.Aphrosaurus furlon-

gi (CIT 2832）は幼体であるので，個体成長にした

がって成体であるAphrosaurusfurlongi(type）のよう

に腹側板の発達が見られるであろう .NMV・2の肩

甲骨の腹側板は広く，よく発達している. median 

barの有無は不明である．肩甲骨のdorsalprocessの

基底部の発達の程度を比較した.NMV・2のdorsal

processの基底部は非常に広く，腹部のプレートから

関節寓のneckまで続く ．北米産のエラスモサウルス

科のなかではMorenosaurusstockiとAlzadasaurus

tropicusとLeurosaurusultimusがよく発達した dorsal

processをもっている．しかし，Alzadasaurustropicus 

とLeurosaurusultimusはNMV・2と腹側板の発達の程

度が異なる．従って，肩甲骨の形態はMorenosaurus

stockiと最も類似していると考えられる．

烏口骨

烏口骨の後方への広がりの程度を比較した（Table

r回 ch round developed 332 

not r回 ch round 235 75 

not reach 220 66 

reach 269 52 

not reach 216 57 

83 round 

53 not reach straight developed 311 61 

69 developed 256 58 

reach 282 63 

reach 52 

slight 182 57 

slight 169 59 

70 not reach round 216 28 

broad not reach round 154 27 

85 reach round slight 

reach round 

not reach 227 58 

not r回 ch 233 

41 reach straight slight 

reach 

(Welles 1946, 1949, 1952, 1962, Well白血dBump 1949朗 d出 spaper) 

f-fi., 
llfJ. Tl回lassonomosaurus附町shii

正恥El，副 nosa.

記虫Hぱroth『os，削 msal，副削drae

A/;;a，血sauruscolombiensi, 

~ Al:adasaums rigg, 山 lfV.lU山山山......... ・, ＝＝山＂－ ＇＂＇ ,. -> - .NPU l6-且）

Figure 6 Comparison of elasmosaur scapula (after Welles 

1943, 1952, 1962 and this work) 
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Figure 8 
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Comparison of elasmosaur coracoid (after Welles 

1943, 1952, 1962 and this work) 

Figure 7 

ができる. NMV-2は上腕骨のB/Lが73で，比較的が

っしりしている．北米産のエラスモサウルス科のな

かで， NM V・2の比率と比較的近いものは，

Alzadasaurus属， Hydralmosaurus属， Hydro-

therosaurus属， Morenosaurus属， Styxosaurus属が

あげられる．骨頭と結節の関係を比較した．骨頭と

結節の関係は，融合している，部分的に分かれてい

る，分かれているという状態に分けることができる．

NMV・2は骨頭と結節が分かれている状態である．

北米産のエラスモサウルス科で骨頭と結節が分かれ

ているのは Morenosaurus属とおそらくAphrosaurus

属である．しかし， Aphrosaurus属は上腕骨はslender

であるので， NMV・2とは類似していない．また，

Morenosaurus属の方がわずかにがっしりしている

が，結節の前後の溝がないという特徴は一致してい

る．従って，上腕骨の形態はMorenosaurus属に最も

類似していると考えられる．

榛骨

榛骨の長さと幅の比率を比較した（Table 8). 

NMV-2は榛骨のB/Lが105である．北米産のエラス

モサウルス科と比較するとNMV-2は榛骨の長さが

7 ,Fig. 7 ). NMV・2は後方への広がりの幅が幹部の

幅の3.32倍となっており，非常に後方の広がりが大

きいという特徴がある．北米産のエラスモサウルス

科で後方の広がりが大きいの比4.phrosaurusfurlongi 

(type）が幹部の3.11倍であるが，それ以外の比較す

ることのできる標本は幹部の 3倍には達していな

い．幼体 （Aphrosaurusfurlongi ( CIT 2832) , 

Fresnosaurus drescheri, Leurosaurus ultimus）は基本

的に後方の広がりが小さい傾向があるが，

Aphrosaurus furlongi(CIT 2832）は幼体の割には後方

の広がりが大きい．従って，この特徴は種の違いを

示す可能性がある. NMV・2とAphrosaurusfurlongi 

(type）は後方の広がりの比率は近いが，形態を比

較すると， A片rosaurusfurlongi(type）のほうが全体

的にslenderな形態をしている．従って， NMV・2の烏

口骨の特徴は北米産エラスモサウルス科にはない特

徴である．

上腕骨

NMV・2の上腕骨の遠位端の幅と最大の長さの関

係（上腕骨のB/L)を比較した（Table 8 , Fig. 8 ) .こ

れより，上腕骨のがっしりしている程度を知ること
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Table 8 Comparison of the character of elasmosaur limb 

humerus radius epipodial 

BIL dip oft candt 宜roove distal B/shaft B B/L foramen 

Naka~awa spe芯imen(NMV-2) 73 政>Sterior separated absent 213 105 oresent 

Alzadasaurus colombiensis仰•pe) 71 oosterior partly present 212 92 large present 

Alzadasaurus colombiensis(rej』rred) oosterior 91 large present 

Alzadasaurus pembertoni 70 以>Sterior partly present 112 present 

Alzadasaurus rif!f!Si 64 oosterior partly only anterior 115 present 

Alzadasaurus trovicus ワ partly only posterior absent 

Aphrosaurus再，rlonf?i(type) 59 oosterior slightly seoara旬d onlv anterior 217 141 absent 

Aphros_aurusルrlongi（「宅｛erred) 65 anterior partially 

Elasmosaurus morRani 

Fre.古nosaurusdrescheri 62 anterior united 

Hvdralmosaurus serventinus 71 以東sterior oartlv 

Hvdrotherosaurus al,叩 mdrae 70 政)S白目or partly 

Leurospondylus ultimus 58 DOSもerior united 

Morenosaurus stocki(type) 76 oosterior separa包d

Morenosaurus stocki(referアed) 74 posterior partly 

O!!modirus martini 67 

Stvxosaurus browni 76 政）sterior partly 

Thalassios《mrusischiadic凶 （YPM1644) 65 。由1巴rior partly 

Thalassiosaurus ischiadicus(YPMJ 640) 55 oosterior partly 

Thalassomedon haninf!toni 66 anterior partly 

T加 lassonomosaurusmarshii 67 oosterior partly 

比較的長い傾向がある．この特徴は Alzadasaurus属

だけがもっている.epipodial forameriの有無を比較し

た.NMV・2はepipodialforamenが存在する．北米産の

エラスモサウルス科で epipodialforamenが存在するの

は，Alzadasaurus属， Elasmosaurus属，め1dralmosaurus

属，Styxosaurus属， Thalassonomosaurus属である．

榛骨の形態はAlzadasaurus属に最も類似していると

考えられる．

比較の結果

椎骨の計測値と比率からはMorenosaurusstockiが

最もNMV-2と椎骨が類似していると考えられる．

しかし， Morenosaurusstockiの方が，全体的に若干

椎体の幅が大きい．また， Aphrosaurusfurlongi 

(CIT 2832）もデータの一部から類似している可能

性があるが，保存が悪いので，この比較からは確認

できない．椎体のプロポーションはMorenosaurus

stockiと完全に一致している．

肩甲骨の腹側板の発達の程度と背側突起の基底部

の発達の程度から肩甲骨の形態はMorenosaurusstoc-

kiと最も類似していると考えられる．

烏口骨の後方への広がりの程度NMV-2は後方へ

の広がりの幅が幹部の幅の3.32倍となっており，非

常に後方の広がりが大きいという特徴がある．これ

は今までの烏口骨の産出している北米産のエラスモ

サウルス科にはみれない特徴である．

上腕骨の遠位端の幅と最大の長さの比率と骨頭と

結節が完全に分かれている状態から，上腕骨の形態

onlv組 lerior 195 

120 present large 

absent 147 

only posterior 263 133 large 

PI芭sent 208 133 absent 

absent 184 118 

present 19') 132 absent 

absent 176 132 absent 

135 

oresent 283 136 oresent 

present 

absent 223 123 

present 117 pぉsent

内fell凶 1946,1949, 1952, 1%2, Welles and Bump 1949 and this paper) 

はMorenosaurus属に最も類似していると考えられ

る．

榛骨の長さと幅の比率とepipodialforamenの有無

から榛骨の形態はAlzadasaurus属に最も類似して

いると考えられる．

以上の形態の比較から，榛骨の形態の違いを除い

て， NMV・2はMorenosaurus stockiと最も類似してい

る．

まとめ

北海道中川町産長頚竜化石（NMV-2）は1991年

8月に，安平志内川支流の沢から頭部より胴部まで

の部位が発見された．保存は良く，後頭頼，下顎，

歯，雄骨（頚雄～胴椎），肋骨，腹肋骨，肩帯，四

肢骨等多くの部位が残されている．産出層準は函淵

層群上部で，地質年代はCampania n後期～

Maastrichtianである．形態的特徴によりNMV・2は，

歯が細長い，頚椎が比較的長い，上腕骨が頑丈であ

ること，肩甲骨の腹側板が広いことからプレシオサ

ウルス上科に属する．また，歯に縦の稜があること，

頚肋骨の肋頭が一つであること， epipodialが長さよ

りも幅の長さが大きいことからプレシオサウルス上

科のなかのエラスモサウルス科の特徴を持ってい

る．また，系統的には必ずしもMorenosaurus属とは

いえない形質も見られるが，従来記載された長頚竜

化石のなかでは椎骨，肩甲骨，上腕骨の形態が

Morenosaurus属にもっとも類似していると考えられ
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る．また，椎骨の大きさから考えるとこの標本の全

長は10mほどあったと考えられる．
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要旨

海生艇虫類，特に長頚竜類の系統や分布は中生代の古太平洋地域の生物地理や古環境の変遷の研究にとっ

て欠くことができない．しかし長頚竜類の系統分類に関する研究は，白亜紀のアメリカ大陸産や，ジュラ紀

のイギリス産の化石に関するのも以外にはまとまった研究がなく，世界の長頚竜類の中生代を通じた系統進

化や生物地理について十分な知見が得られているとはいいがたい．日本から最初の長頚竜化石が報告されて

以来70年以上がたち，多数の長頚竜化石が発見されている．しかし一部のものを除いてほとんどの標本が

記載されておらず，その系統分類上の位置づけについて不明なものが少なくない．

北海道中川郡中川町の安平志内川支流から発見された長頚竜化石は非常に保存がよく，頭骨の後頭頼，歯

骨，歯，椎骨（頚椎～胴椎），肋骨，腹肋骨，肩帯，四肢骨など多くの部分が残されていた産出層準は函

淵層群上部の安川層で，その地質年代は後期白亜紀のCampanian後期からMaastrichtianにかけての時代とされ

ている.NMV・2の形質を検討すると，歯が細長い，頚椎が比較的長い，上腕骨が頑丈，肩甲骨の腹側板が広

いなどの特徴を持ち，これらの特徴からプレシオサウルス上科に属すことが，歯に縦の稜がある，頚肋骨の

肋頭が一つである， epipodialの長さよりも幅が大きいなどの特徴からプレシオサウルス上科のなかのエラス

モサウルス科に属することがわかった．
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Appendix中川標本（NMV-2）の計測値

以下に計測部位と計測点を記す． 計測点の詳しい説明は研究方法に記している．

Appendix 1 Skull 

Occipital condyle 

1 Posterior breadth 

2 Posterior height 

3 Length 

Teeth 

1 Length (maximum) 

2 Length of crown 

3 Diameter (maximum) 

4 Diameter (minimum) 

Dentale 

1 Length (maximum) 

2 Height 

3 Breadth (maximum) 

4 Breadth (minimum) 

Appendix 2 Pectoral Girdle 

Scapula 

1 Length (center of glenoid anteromedially) 

(maximum) 

2 Midline to posterior notch of dorsal process 

3 Breadth of glenoid bar 

4 Breadth of dorsal process at dorsal end 

5 Height of dorsal process 

Coracoid 

1 Length (maximum) 

2 Length of midline suture 

3 Breadth (to posterior glenoid) (maximum) 

4 Breadth at posterior expansion 

5 Breadth of shaft 

6 Length across lateral concavity 

Appendix 3 Vertebra 

1 Height (maximum) 

2 Height of the cranial face of the body (maximum) 

3 Height of the caudal face of the body (maximum) 

4 Height of the spinous process 

5 Breadth of the cranial face of the body 

6 Breadth of the caudal face of the body 

7 Breadth of the costal fovea part of the body 

8 Breadth of the transverse process 

9 Cranio・caudallength of the body 

10 Cranio・caudallength of the spinous process 

11 Breadth of the cranial articular process 

12 Breadth of the caudal articular process 

13 Cranio・caudallength of the costal fovea (left) 

14 ibid. (right) 

15 Height of the costal fovea Cleft) 

16 ibid. (right) 

17 Height of the vertebral foramen 

18 Breadth of the vertebral foramen (maximum) 

19 Diameter of the end of the transverse process 

(maximum) (left) 

20 ibid. (right) 

21 Diameter of the end of the transverse process 

(minimum) (left) 

22 ibid. (right) 

Appendix 4, 5 Ribs and Gastralia 

1 Diameter of the proximal end (maximum) 

2 Diameter of the proximal end (minimum) 

3 Diameter of the middle of the body (maximum) 

4 Diameter of the middle of the body(minimum) 

5 Diameter of the distal end (maximum) 

6 Diameter of the distal end (minimum) 

7 Straight length (remain part) 

8 Arc of rib 

Appendix 6 Limb bones 

1 Breadth of the proximal end 

2 百1icknessof the proximal end 

3 Breadth of the middle of the body 

4 Thickness of the middle of the body 

5 Breadth of the distal end 

6 Thickness of the distal end 

7 Proximal-distal length 
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Appendix 3 Measurement of vertebra(mm) 

N恥1V-2 I 2 3 4 5 6 7 8 9 IO 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

5 113.75+ 49.93 53.30 44.87 73.33 70.55 69.46 56.56 40.54 12.35 35.21 10.64 

6 

7 51.45+ 51.21+ 70.46 65.59 

8 54.27+ 44.61+ 62.86+ 53.97+ 79.57+ 

9 158.30 68.39 58.76 82.88 97.85 89.98 80.85 65.66 28.40 31.06 38.09 13.55 12.73 23.55 22.78 

10 87.39+ 61.29+ 85.64+ 88.36 95.33 85.45 42.12 15.43 

11 77.56 101.51+ 95.77 

12 133.10+ 76.95 56.95+ 104.94 97.25+ 22.33 27.04 20.93 

13 149.20+ 76.80 78.80 52.81+ 102.83 105.40 111.55+ 90.14 87.98 41.13 19.49 33.74 22.78 

14 260.50+ 77.97 79.04 186.40 101.51+ 106.93 102.51 92.49 104.73 31.51 29.91 25.44 

15 157.40+ 78.71 82.87 75.60 105.88 106.81 107.24 ,89.75 108.30+ 32.09 22.88 48.52 43.21 23.67 27.79 26.04 28.83 

16 212.90+ 79.26 84.60 139.53 107.21 108.47 105.44 91.95 108.30+ 35.60 28.49 43.68 44.81 26.09 27.76 30.24 23.47 

17 161.45+ 87.00 88.18 79.38+ 109.97 113.56 104.06 83.54 84.90+ 35.13 38.87 48.95 21.55 25.57 28.06 29.22 

18 243.60 85.23 83.88 162.95 114.09 109.99 110.30 91.67 121.38 37.93 27.74 40.28 42.76 23.03 24.82 28.91 24.57 

19 240.00 88.75 155.15 109.15 108.99 82.11+ 90.60+ 35.20 38.71 21.68 29.69 22.86 

20 120.83 87.99 92.88 109.88 I 10.43 111.90 81.08 41.22 24.36 38.33 26.40 26.30 

21 91.95 117.08 115.17 120.74 91.51 47.44 26.27 42.40 25.40 

22 

23 198.35+ 91.21 88.78 115.60+ 112.92 110.63 138.14 85.42 112.62+ 43.64 34.92 37.33 28.60 24.66 32.51 29.26 

24 181.20 127.72 114.45 113.02 82.45 98.56 38.96 20.96 34.02 30.06 

25 182.50+ 86.25 116.12+ 120.10 82.68+ 49.91+ 32.14 41.37 25.01 31.92 28.37 

26 76.55 40.19 29.95 

27 162.95+ 79.43 77.14 72.24 118.62 119.29 129.52 81.63 91.09 33.65 34.84 29.85 29.68 29.75 

28 180.00 84.57 76.77+ 103.95 124.84 125.44 141.83 82.37 100.15 44.52 27.60 32.68 26.79 

29 156.67 91.68 89.11 74.16+ 123.49 124.22 145.60 80.89 59.42+ 36.63 41.42 37.87 34.76 33.88 33.63 
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Appendix 3 ( Continueめ

NMV-2 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

30 143.67+ 93.20 92.35 59.02+ 123.37 124.73 144.92 84.36 60.73+ 39.45 40.81 39.58 38.20 31.24 31.55 

31 72.20+ 112.65+ 

32 78.91+ 77.23+ 

33 78.23+ 64.07+ 

34 82.40+ 27.44 27.49 

35 79.40+ 72.26+ 31.29 21.78 

36 154.45 94.20 62.43+ 128.40 153.00+ 84.23 77.55+ 30.41 21.44 47.00 31.57 25.86 

37 212.20 91.80 95.00 119.93+ 121.80 128.00 164.70+ 76.42 102.66 37.28 25.76 31.61 47.02 

38 219.00 92.90 89.60 125.70+ 125.50 121.00 197.80 75.17 101.90 37.48 25.60 41.48 26.31 50.40 37.46 32.48 26.24 

39 93.89 112.69 79.81 

40 85.03 112.29 82.30 

41 99.65 96.07 104.60 107.88 93.31 30.86 17.63 

42 141.80+ 97.11 53.95 120.97 227.95 80.15 33.17+ 31.95 25.09 63.02 48.84 28.76 27.83 

43 159.20+ 97.08 97.65 56.47+ 112.10 84.06 59.74+ 31.02 24.88 26.54 18.62 

44 132.80+ 99.56 36.97+ 37.07+ 32.85 25.25 

45 168.80+ 97.83 85.09 122.00 122.82+ 24.02 33.13 25.82 22.99 27.18 20.19 

46 161.40+ 98.40 102.42 66.35 119.05 116.10 186.80 91.10 54.57+ 39.26 30.31 23.05 34.65 18.20 16.82 

47 97.17 102.98 109.48+ 115.50 84.79 

48 97.29 101.50 113.68 82.79 

49 97.23 108.92 114.12 118.28 84.50 50.10 24.96 

50 104.50 119.35 81.55 45.40 33.16 

51 134.07+ 73.69+ 

52 54.70 36.65 

53 

54 92.53+ 85.09+ 

55 96.43+ 82.16+ 

56 63.78+ 51.38+ 

57 

58 

59 98.33+ 93.05+ 

60 

su∞l
ω
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Appendix 4 Measurement of ribs(mm) 

INMV-2 2 3 4 5 6 7 8 1NMV2 2 3 4 5 6 7 8 

61 45.44 32.36 28.67 18.53 38.64 38.20 112 48.99 68.35+ 69.80+ 

62 43.32 28.01+ 30.55 19.40 27.81 15.17 68.77 73.10 113 20.69 20.67 19.40 60.87+ 60.90+ 

63 40.58 11.83 29.53 8.11 29.26 4.30 33.03 36.00 114 37.95 24.48 21.78 17.52 23.45 18.39 81.65+ 81.50+ 

64 30.51 13.66 19.89 8.33 15.39 4.58 34.68 35.70 115 28.63 18.95 27.86 22.14 22.31 22.20 82.94+ 84.20+ 

65 34.26 10.27 18.83 5.10 21.18 23.00 116 25.26 20.05 26.96 18.77 19.73 13.35 146.22+ 166.00+ 

66 36.94 14.90 29.25 11.86 12.89 8.15 84.85+ 87.20+ 117 38.81 21.10 30.75 26.05 28.76 17.61 150.70+ 171.5+ 

67 37.98 17.60 27.82 13.98 12.24 8.46 114.34+ 121.20+ 118 36.10 26.51 38.21 25.52 16.37 69.74+ 69.50+ 

68 9.96 29.52 9.83 9.16 6.33 77.22+ 78.50+ 119 30.13 25.17 30.09 25.16 29.72 22.30 81.41+ 81.41+ 

69 32.61 20.06 30.86 20.47 17.82 11.73 82.22+ 87.80+ 120 27.50 23.44 26.47 23.80 26.35 22.67 78.37+ 78.37+ 

70 35.03 32.23 37.92 21.38 37.31 17.55 69.62+ 96.60+ 122 26.02 23.54 26.33 20.79 25.88 20.32 130.35+ 130.35+ 

71 23.88 19.87 24.99 19.30 25.65 18.83 32.51+ 32.50+ 123 29.12 24.17 25.84 21.98 24.25 19.91 135.33+ 135.33+ 

72 20.90 17.22 20.96 15.99 21.51 14.49 33.39+ 33.40+ 124 25.99 20.77 26.50 24.27 26.91 22.26 136.83+ 136.83+ 

73 28.20 25.36 26.61 21.98 126.39+ 126.39+ 125 29.09 24.52 25.26 24.88 24.55 21.06 144.54+ 145.00+ 

74 25.46 23.12 25.78 17.87 24.99 16.94 305.40+ 305.80+ 126 31.00 28.59 28.13 93.54+ 93.54+ 

75 26.76 24.49 26.03 24.56 28.66 22.36 103.32+ 103.20+ 127 26.49 25.62 2怠85 22.21 118.03+ 118.03+ 

76 27.47 23.94 25.93 22.75 24.51 22.25 107.85+ 109.10+ 128 24.76 19.84 26.33 19.76 56.47+ 56.47+ 

77 25.78 21.38+ 27.86 78.65+ 79.00+ 129 32.90 28.70 33.55 28.44 30.49 23.61 130.70+ 130.70+ 

78 20.39 16.87 22.55 12.91 104.19+ 106.50+ 130 30.55 26.68 27.16 22.51 20.96 144.07+ 144.07+ 

79 26.71 21.71 25.39 21.08 23.82 105.10+ 105.20+ 131 30.85 27.35 28.61 27.12 27.31 25.79 128.88+ 128.88+ 

80 29.85 28.72 31.43 28.06 37.93 23.77 342.00+ 355.80+ 132 30.16 26.97 30.92 26.10 30.82 27.59 133.07+ 133.07+ 

81 32.87 27.88 29.48 26.14 27.34 19.03 282.50+ 385.00+ 133 30.33 19.09 24.38 24.07 21.07 17.67 180.90+ 186.30+ 

82 46.05 34.14 26.26 27.00 20.90 514.80+ 542.30+ 134 28.89 26.78 ー， 21.91 95.22+ %.10+ 

83 52.75 42.41 26.31 23.96 26.67 20.35 473.10+ 500.30+ 135 53.39 41.44 35.33 22.20 30.78 25.42 136.72+ 139.20+ 

84 28.26 20.31+ 29.70 18.70 31.11 27.47 157.80+ 158.20+ 136 60.46 45.59 35.35 16.88 22.68 15.96 108.19+ 110.40+ 

85 22.76 30.82 24.49+ 28.14 25.37 116.75+ 119.10+ 137 49.64 37.32+ 47.12 39.68 32.92+ 33.20+ 

86 45.80 34.55+ 33.11 23.23 32.60 25.88 96.75+ 97.90+ 138 29.38 29.17 28.79 109.27+ 109.27+ 

87 45.45 38.54 33.04 32.38 37.40+ 37.80+ 139 38.79 25.89 27.63 27.57 28.32 25.80 197.00+ 197.00+ 

88 28.39 21.23 26.71 21.84 30.16 25.31 432.00+ 433.10+ 140 36.43 15.68+ 28.50 14.97 27.05 15.63 77.54十 77.00+ 

89 27.66 30.57 27.40 21.60 260.40+ 281.00+ 141 51.93 38.62 35.74 22.81 38.15 23.89 106.46+ 109.00+ 

90 22.98 19.55 21.82 15.95 16.82 9.36 124.58+ 124.50+ 142 49.52 37.11 35.53 17.36 32.92 13.52 93.20+ 93.50+ 

91 40.25 32.72 37.42 28.99 34.12 28.11 62.05+ 62.10+ 143 29.10 30.00 28.43 90.66+ 91.20+ 

92 44.91 37.16 31.00 21.46 28.72 239.70+ 255.20+ 144 28.72 22.76+ 29.69 26.61 161.10+ 168.20+ 

93 46.51 40.76 33.72 24.79 37.27 32.28 140.52+ 141.20+ 145 39.37 30.33 29.61 21.92 23.00+ 72.93+ 73.00+ 

94 33.44 28.27 32.78 29.29 30.66 27.77 229.65+ 239.20+ 146 29.11 24.89 28.38 26.09 30.14 23.93 142.79+ 143.00+ 

95 30.88 28.21 31.80 27.85 25.48+ 27.85 158.00+ 159.80+ 147 33.44 29.49 32.67 29.01 32.64 28.45 149.22+ 150.00+ 

96 35.70 26.06 27.26 24.14 26.90 23.25 151.52+ 160.50+ 148 29.33 26.27 28.08 23.42 26.11 24.61 140.35+ 142.20+ 

97 37.76 31.84 28.88 129.53+ 131.00+ 149 38.30 24.66 30.55 25.60 28.27 25.80 153.75十 155.40+ 

98 42.14 31.30 28.83 22.22 21.14 30.16 241.80+ 256.30+ 150 30.11 34.75 30.76 31.03 29.17 178.15+ 179.20+ 

99 48.35 18.93 24.16 21.52 16.09 183.40+ 204.10+ 151 41.77 32.47 37.08 25.41 34.36 31.42 139.34+ 140.30+ 

100 52.53 43.76 38.79 33.59 37.42 31.72 54.70+ 54.70+ 152 41.09 30.95 26.36 95.68+ 95.80+ 

101 46.62 18.95 26.21 22.35 15.51 191.00+ 205.80+ 153 31.41 24.18 29.05 23.89 28.15 24.52 81.92+ 82.00+ 

102 54.83 46.20 33.80 31.51 33.80 27.79 118.99+ 122.20+ 154 27.95 23.56 25.31 24.63 27.55 24.66 67.96+ 68.20+ 

10ヨ 46.73 27.26 30.80 26.58 26.42 14.36 207.50+ 214.90+ 155 32.89 25.18 30.09 23.16 76.36+ 76.50+ 

104 49.44 41.99 34.06 29.26-30.69 21.09 185.20+ 190.20+ 156 26.67 26.31 25.94 56.27+ 56.30+ 

105 48.94 46.77 30.56 24.96 30.02 22.75 160.30+ 169.00+ 157 19.74 20.18 14.33 50.00+ 50.20+ 

106 32.89 24.40 24.46 24.25 、26.01 21.46+ 102.99+ 103.00+ 158 19.38 14.69+ 19.61 12.00+ 12.13+ 4.78+ 50.70+ 50.90+ 

107 46.04 45.31 35.77 29.46 37.66 27.47 253.85+ 268.90+ 159 27.54 26.31 12.21 50.70+ 50.90+ 

108 34.34 28.20 29.48 21.17 22.44 20.42 197.10+ 198.30+ 160 21.68 20.72 18.26 42.75+ 42.90+ 

109 35.25 30.96 35.13 27.40 29.35 28.98 183.00+ 190.00+ 161 22.78 24.77 11.79 55.16+ 55.80+ 

110 51.94 44.38 38.74 25.01 45.06 28.85 95.83+ 95.90+ 162 36.06 22.62 27.98 7.01+ 15.47 6.81+ 110.02+ 110.50+ 

111 21.69 19.63 18.70 17.28 13.50 6.14 108.22+ 109.00+ 
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Measurement of limb bones (mm) 

NMV-2- part 2 3 4 5 6 7 

200 humerus 114.59 93.47 119.82 73.14 255.00 66.47 375.00 

201 radius 116.36 61.07 108.19 41.68 48.22 111.09 

202 radialeワ 80.17 44.21 81.39 34.26 64.24+ 39.00 72.23 

203 ermedim 79.65 31.60 83.63 27.11 56.19+ 

2似 stal carna 61.82 29.85 64.90 21.99 58.94+ 

205 phalanx 37.53 28.56+ 21.05 20.24 47.98+ 

206 phalanx 38.96+ 21.18 34.36 16.31 37.25 22.60 68.03 

207 phalanx 40.25 21.91 22.00 12.09 28.26+ 14.27+ 62.11+ 

208 phal飢 X 22.79 12.26 18.34 11.48 44.57+ 

209 phalanx 18.96 15.86 11.40 9.27 15.49 10.47 32.13 

210 phalanx 60.68 28.45+ 42.55 18.68 48.68 27.83 71.82 

211 phalanx 40.39 16.24 30.03 12.07 35.99 17.92 68.88 

212 phalanx 32.20+ 25.73+ 21.77 17.98 54.41+ 

213 phalanx 37.37 28.53 22.97 19.09 30.50+ 27.03 65.17 

214 phalanx 37.88+ 24.38 21.12 18.12 39.41+ 23.90 60.19 

215 phalanx 46.16 21.20 24.31 16.12 37.20 21.79 55.13 

216 phalanx 41.30 23.09 17.44+ 15.91 37.08+ 24.31 59.03 

217 phalanx 21.57 17.16 38.49 20.62 31.30+ 

218 phalanx 12.07 9.68 17.64 12.61 22.45+ 

219 phalanx 38.42 23.19 19.60 14.62 32.12 22.35 52.89 

220 phalanx 31.67 20.12 16.24 12.05 32.17 16.41 50.24 

221 phalanx 32.26+ 21.05 18.21 14.70 34.44 22.95 52.89 

222 phalanx 33.09 19.00 17.63 14.09 29.14 16.82 46.39 

223 phalanx 30.70 20.23 14.80 11.10 26.97 17.69 48.91 

224 phalanx 33.67 20.25 16.24 12.47 29.68 17.36 53.09 

225 phalanx 33.94 18.54 19.02 13.37 28.34 15.97 49.39 

226 phalanx 28.41 16.70 15.65 11.11 22.41 16.03 42.25 

227 phalanx 29.26 15.68 16.98 11.22 24.18 18.15 42.69 

228 phalanx 25.33 17.27 13.79 10.59 23.51 15.14 47.84 

229 phalanx 28.03 19.12 15.20 12.54 24.16 17.14 46.12 

230 phalanx 23.87 18.99 14.03 12A7 19.71 14.87 36.13 

231 phalanx 23.16 15.34 13.20 9.48 19.46 10.18 41.82 

232 phalanx 15.12+ 10.03 13.48 7.48 17.74 8.29 34.51 

233 phalanx 46.99+ 28.88 25.24 18.21 42.38 32.91 67.69 

234 phalanx 49.72 35.16 21.81 31.21+ 30.76 76.24 

235 phalanx 19.36 11.73 10.88 10.20 15.38 11.96 39.69 

Appendix 6 Measurement of gastralia(mm) 

NMV-2 2 3 4 5 6 7 8 

163 35.99 19.00 30.91 19.20 27.08 20.34 217.40+ 218.20+ 

164 30.24 16.52 24.31 13.54 12.56 11.65 149.48+ 149.20+ 

165 34.09 26.75 30.66 19.62 17.93 10.31 200.90+ 200.90+ 

166 35.19 26.85 33.28 27.56 191.80+ 191.80+ 

167 28.80 28.57 32.62 23.71 30.78 159.80+ 162.30+ 

168 27.68 13.68 19.98 13.18 12.38 7.66 121.13+ 121.50+ 

169 24.07 21.60 27.50 19.49 27.91 14.86 283.90+ 294.10+ 

170 34.46 21.81 27.60 21.84 25.96 17.68 260.00+ 262.00+ 

171 30.50 29.69 29.16 16.60 26.50 14.38 501.20+ 516.00+ 

30.50 29.69 28.34 21.11 8.02 5.73 501.20+ 516.00+ 

172 27.34 23.39 20.83 18.36 13.81 6.78 425.70+ 487.30+ 

27.34 23.39 30.33 18.19 23.27 10.17 425.70+ 487.30+ 

173 33.69 33.13 30.62 19.01 6.79 5.87 487.10+ 503.00+ 

33.69 33.13 41.69 20.62 487.10+ 503.00+ 

174 36.53 32.86 15.85 29.84 11.69 247.00+ 249.10+ 

175 23.65 13.09 20.13 11.90 19.66 11.02 94.37+ 95.00+ 

176 19.36 9.82 16.47 8.84 15.53 6.88 92.06+ 94.10+ 

177 35.02 31.35 31.93 18.35 8.55 9.24 483.00+ 489.80+ 

35.02 31.35 40.79 19.46 183.00+ 489.80+ 

178 41.67 32.62 30.50 29.85 184.90+ 185.20+ 

179 31.38 20.19 28.6(> 22.74 29.58 23.45 113.22+ 113.50+ 

180 20.29 12.22 17.16 8.74 10.69 5.30 105.73+ 106.00+ 

181 17.66 14.56 17.08 13.77 17.71 12.70 44.70+ 44.80+ 

182 23.61 13.88 23.98 13.27 22.42 13.56 30.38+ 30.30+ 

183 29.03 11.90 23.13 12.90 15.76 5.71 143.72+ 143.00+ 

184 30.37 29.73 14.54 30.15 14.64 129.80+ 131.20+ 

185 29.82 16.36 22.85 17.31 20.48 16.39 67.20+ 67.40+ 

186 29.27 27.88 34.49 19.23 13.24 7.15 347.20+ 348.00+ 

187 23.92 16.93 17.18 93.91+ 94.00+ 

188 23.63 11.45 18.05 8.77 12.63 8.97 86.62+ 87.20+ 

189 37.58 37.57 33.20 31.42 35.00 29.00 142.08+ 143.20+ 

190 29.14 14.95 21.10 14.52 7.50 5.49 158.60+ 158.30+ 

191 31.24 20.52 24.97 23.49 17.93 9.18 289.05+ 297.30+ 

192 36.16 17.87 17.22 10.69 8.14 116.61+ 117.80+ 

19ヨ 19.64 17.63 15.51 15.12 17.34 6.47 88.92+ 91.20+ 

194 31.33 18.32 26.80 13.40 13.88 6.58 154.95+ 159.30+ 

195 18.34 14.09 101.45+ 103.00+ 

Appendix 5 
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Platel-9 

Photograph of Nakagawa specimen(NMV・2)
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Plate 1 

1 : Occipital condyle (NMV-2-4) . 

a, posterior view; b, right lateral view; c, left lateral view; d, dorsal view; e, ventral view. 

2 : Tooth (NMV-2-2) . 

1998-3 

a, lingual view; b, buccal view; c, anterior or posterior view (right side of‘γ’） ; d, anterior or 

posterior view Cleft side of “a”）． 

3: Dentale (NMV-2-1). 

a, buccal view; b, lingual view; c, dorsal view. 

(1～2×1, scale bar: 5 cm ; 3：×1/2, scale bar: 10 cm) 
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Plate 1 

2a 

1a h
u
 

J

『，． 1c 
2b 

司咽＿，，，，
2c 

1d 1e 

e圃園田園臨

2d 

1,2 

3b 

3 



36 小川香・仲谷英夫

Plate 2 

1～3 : Cervical vertebrae (NMV-2-5，・9,-15 ＆・16)

a, anterior view; b, rig]:it lateral view; c, posterior view. 

(All figures ×1β，scale bar: 10 cm) 

1998-3 
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Plate 2 
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Plate 3 

1: Cervical vertebra (NMV-2-30) 

a, anterior view; b, right.lateral view; c, posterior view. 

2 : Pectoral vertebrae (NMV-2-36～38) . 

a, anterior view; b, right lateral view; c, posterior view. 

3 : Dorsal vertebrae (NMV-2-43 ＆・44). 

a, anterior view; b, right lateral view; c, posterior view. 

(All figures ×lβ，scale bar: 10 cm) 

1998-3 
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Plate 3 

3a 3b 3c 
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Plate 4 

1～3: Dorsal vertebrae (NMV-2-45 ＆・46，・49，・50)

a, anterior view; b, right lateral view; c, posterior view. 

(All figures ×1/3, scale bar: 10 cm) 
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Plate 4 
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Plate 5 

1～7 : Anterior or posterior view of dorsal ribs (NMV-2-82，・83，・88，・80，・81，・98,-139)

(All figures ×1/3, scale bar: 10 cm) 

1998-3 
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Plate 5 
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Plate 6 

1～7 : Dorsal view of gastralia (NMV-2-171，・173，・177,-172, -186, -169，・174)

(All figures ×1/3, scale bar: 10 cm) 

1998-3 
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Plate 6 
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Plate 7 

1: Scapula (NMV-2-198) 

a, dorsal view; _b, ventral view. 

2 : Coracoid (NMV-2-199) 

a, dorsal view; b, ventral view. 

(All白gures×1/6,scale bar: 10 cm) 

1998-3 
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Plate 7 
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Plate a 
1 : Medial view of left humerus (NMV-2-200) 

2 : Lateral view of left humerus. 

3 : Posterior view of left humerus. 

4 : Anterior view of left humerus. 

5 : Articular face of le白humerus.

(All figures ×1/3, scale bar: 10 cm) 

1998-3 
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Plate 8 
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Plate 9 

1: Radius (NMV-2-201) . 

a, medial or lateral view; b, medial or lateral view; c, posterior view; 

d, anterior view; e, proximal view; f, distal view. 

2 : Radial? (NMV-2-202) . 

a, medial or lateral view; b, medial or lateral view; c, posterior view; 

d, anterior view; e, proximal view; f, distal view. 

3 : Intermedium? (NMV-2-203) . 

a, medial or lateral view; b, medial or lateral view; c, posterior view; 

d, anterior view; e, proximal view; f, distal view. 

4 : Distal carpal? (NMV-2-204) . 

a, medial or lateral view; b, medial or lateral view; c, posterior view; 

d, anterior view; e, proximal view; f, distal view. 

5～6 : Phalanxes (NMV-2-210，・233) . 

a, medial or lateral view; b, medial or lateral view; c, posterior view; 

d, anterior view; e, proximal view; f, distal view. 

(All figures ×1/3, scale bar: 10 cm) 

1998-3 
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Plate 9 
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